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全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
６
月
14
日
、

京
都
「
菊
水
」
で
第
35
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
10
名
。
山
田
秀
雄
西
日
本
一
般
缶
工
業

協
同
組
合
事
務
局
長
の
司
会
で
進
行
し
、
渋
谷
明

彦
副
会
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
定
村
光

会
長
は
「
２
年
前
、
会
長
に
就
任
し
た
と
き
２
つ

の
約
束
を
し
た
。
１
つ
目
は
Ｐ
Ｒ
事
業
の
推
進
。

「
東
京
パ
ッ
ク
」
へ
の
出
展
や
「
一
般
缶
商
品
購

入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
な
ど
Ｐ
Ｒ
事
業
に
傾

注
し
て
き
た
。
２
つ
目
は
連
合
会
の
財
政
再
建
。

平
成
24
年
度
決
算
で
は
期
間
利
益
を
出
す
ま
で
に

な
り
、
今
年
度
に
も
赤
字
が
解
消
さ
れ
る
見
込
み
。

一
応
こ
の
２
つ
の
約
束
は
果
た
せ
た
。
今
後
、
一

般
缶
業
界
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
施
策
が
必

要
に
な
る
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨

拶
。
次
い
で
定
村
会
長
が
議
長
と
な
り
①
平
成
24

年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件

②
平
成
25
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
決
定
の

件
③
会
則
全
文
変
更
の
件
④
賛
助
会
員
規
約
制
定

の
件
⑤
役
員
改
選
の
件
⑥
担
当
委
員
選
任
の
件
⑦

相
談
役
委
嘱
の
件
⑧
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動
推

進
協
議
会
の
件
⑨
各
組
合
報
告
事
項
の
件
が
上
程

さ
れ
、
提
出
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
後
に
行
わ
れ
た
新
理
事
に
よ
る
理
事

会
で
会
長
、
副
会
長
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
久

創
立
35
年
の
節
目

需
要
喚
起 

柱
に
新
た
な
活
動
展
開
目
指
す

創
立
35
年
の
節
目

需
要
喚
起 

柱
に
新
た
な
活
動
展
開
目
指
す

新会長に渋谷明彦氏を選任
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◆平成25年度事業方針◆

総会風景

　今年は本連合会が昭和53年６月２日に創立して以来、満35周
年の節目。会則を全面的に見直し、賛助会員規約を制定し、組織
基盤の強化を図り、一般缶の需要喚起活動を最重点に諸事業を
展開します。
　第１に、需要縮小に歯止めをかけるため、まずは業界の内部から
需要を喚起しようと昨年末から始めた「一般缶商品購入キャンペ
ーン」を継続実施します。その更なる推進策として、「オリジナル缶
商品」を企画製作し、業界関係者にその積極的な活用を促します。
これにより需要縮小著しい食品向けを中心とする一般缶の需要
喚起の大波をつくり、業界活性化を図っていきます。
　第２に、業界初の一般缶ポスターを製作し、「より良い製品、造る
喜び、届ける誇り」を業界内外に伝え、一般缶ＰＲ事業を側面から
支えます。
　第３に、ホームページ上のニュースページを自動更新システムに
改訂します。これにより、閲覧者がニュース内容を一目で把握でき
るようになり、利便性が向上します。
　このほか「優ＣＡＮレポート」の発行や「エコプロダクツ２０１３」へ
の出展を始め、調査研究、教育情報、福利厚生の各事業を着実
に実施していきます。

第
35
回
定
時
総
会
を
開
催保

田
榮
一
、
中
川
賢
一
両
元
会
長
を
相
談
役
に
委

嘱
し
た
。
最
後
に
西
日
本
、
東
日
本
の
各
理
事
長

か
ら
近
況
報
告
を
受
け
た
の
ち
、
広
浜
泰
久
理
事

の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。

会
　
長

　

渋
谷
明
彦
（
西
日
本
組
合
理
事
長
）

副
会
長

　

定
村　

光
（
東
日
本
組
合
理
事
長
）

　

池
田
祥
三
（
中
部
組
合
理
事
長
）

理
　
事

　

広
浜
泰
久
（
東
日
本
組
合
副
理
事
長
）

　

志
賀
正
人
（
東
日
本
組
合
副
理
事
長
）

　

水
戸
部
武
寿
（
東
日
本
組
合
理
事
）

　

杉
浦
由
記
夫
（
東
日
本
組
合
理
事
）

　

鳥
居　

廣
（
東
日
本
組
合
常
任
理
事
）

　

加
島　

裕
（
東
日
本
組
合
理
事
）

　

竹
内
雅
夫
（
東
日
本
組
合
理
事
）

　

辻　

亘
彦
（
西
日
本
組
合
副
理
事
長
）

　

中
田
成
一
（
西
日
本
組
合
副
理
事
長
）

　

清
水
浩
一
（
西
日
本
組
合
理
事
）

　

石
川
博
章
（
中
部
組
合 

副
理
事
長
）

監
　
事

　

最
上
裕
光
（
東
日
本
組
合
常
任
理
事
）

　

小
西
克
彦
（
西
日
本
組
合
理
事
）

　

田
中
耕
太
郎
（
中
部
組
合
監
事
）

R

一般缶材質表示マーク

平
成
25
年
8
月
か
ら

平
成
26
年
1
月
ま
で
の
行
事
予
定

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

2
／
4　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
中
小
企
業

　
　
　
　

支
援
・
施
策
説
明
会
」

2
／
6　

全
国
中
央
会
「
活
路
開
拓
補
助
金

　
　
　
　

説
明
会
」

2
／
13　

東
部
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

　
　
　
　

三
役
と
の
懇
談
会

2
／
14　

中
小
企
業
団
体
事
務
局
長
協
会　

　
　
　
　
「
新
年
会
」

2
／
22　

第
33
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

3
／
8　

第
７
回
理
事
会
（
役
員
会
）　

3
／
14　

東
京
中
央
会
「
平
成
24
年
度
下
期

　
　
　
　

情
報
連
絡
員
報
告
会
」

3
／
19　
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
打
合
せ

3
／
22　

中
小
企
業
団
体
事
務
局
長
協
会　

　
　
　
　
「
第
57
回
定
期
総
会
」

3
／
25　

正
副
理
事
長
会

3
／
25　

三
役
・
多
田
特
別
顧
問
と
の
打
合

　
　
　
　

せ
会

4
／
15　

東
京
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合
三

　
　
　
　

役
と
の
懇
談
会

4
／
17　

第
54
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

4
／
19　

監
事
会

4
／
24　

第
１
回
理
事
会
（
役
員
会
）

4
／
25　

都
内
中
小
企
業
関
係
６
団
体
「
取

　
　
　
　

り
戻
せ
日
本
の
活
力
！
中
小
企
業

　
　
　
　

決
起
大
会
」

4
／
26　

東
京
中
央
会
「
技
術
・
技
能
継
承

　
　
　
　

事
業
」
説
明
会

5
／
16　

東
京
中
央
会「
第
61
回
通
常
総
会
」

5
／
17　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

5
／
17　

第
35
回
通
常
総
会

6
／
10　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
平
成
25
年

　
　
　
　

度
業
種
別
団
体
情
報
連
絡
会
」

6
／
11　

第
１
回
教
育
技
術
委
員
会

6
／
12　

中
川
賢
一
前
理
事
慰
労
会

6
／
13　
鉄
二
健
保
組
合「
算
定
基
礎
説
明
会
」

7
／
5　

第
３
回
理
事
会
（
役
員
会
）

7
／
5　

第
１
回
Ｐ
Ｒ
委
員
会

7
／
5　

第
１
回
流
通
委
員
会

7
／
5　
「
一
般
缶
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3
」

7
／
12　

中
小
企
業
組
合
士
協
議
会
「
全
体

　
　
　
　

研
修
会
」

7
／
18　

第
１
回
活
路
開
拓
委
員
会

7
／
23　

第
２
回
教
育
技
術
委
員
会

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

3
／
26　

役
員
会

5
／
16　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会　
　

5
／
27　

第
4
5
期
通
常
総
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

2
／
1　

 

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
研
修
会
・

　
　
　
　

新
年
会
」

2
／
22　

第
５
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

3
／
8　

第
３
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

3
／
8　

役
員
会

3
／
26　

第
６
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

平
成
25
年
2
月
か
ら

　　
　
　
　
7
月
ま
で
の
行
事

　
　
　
　

推
進
協
議
会

3
／
26　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

4
／
15　

第
１
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

4
／
25　

ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会　

　
　
　
　
「
多
様
な
回
収
シ
ス
テ
ム
検
討
セ
ミ
ナ
ー
」

5
／
17　

会
計
監
査

5
／
17　

第
２
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

6
／
14　

第
3
5
回
定
時
総
会

6
／
18　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
第
51
期
通

　
　
　
　

常
総
会
」

6
／
20　

経
済
産
業
省
製
造
産
業
局「
叙
位
・

　
　
　
　

死
亡
叙
勲
説
明
会
」

6
／
28　

経
済
産
業
省
鉄
鋼
課
「
職
員
異
動

　
　
　
　

歓
送
迎
会
」

7
／
5　

新
会
長
就
任
挨
拶
回
り

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

5
／
24
〜
25　

研
修
旅
行
「
東
洋
鋼
鈑
㈱
下

　
　
　
　

松
工
場
」

6
／
5　

東
京
都
中
小
企
業
団
体
青
年
部
協

　
　
　
　

議
会
「
第
38
回
通
常
総
会
」

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

8
／
5　

第
２
回
Ｐ
Ｒ
委
員
会

8
／
8　

第
２
回
流
通
委
員
会

9
／
18　

第
４
回
理
事
会
（
役
員
会
）

11
／
6　

第
5
5
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

11
／
28　

第
５
回
理
事
会
（
役
員
会
）

11
／
28　

忘
年
会

平
成
26
年

1
／
17　

第
６
回
理
事
会
（
役
員
会
）

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

8
／
2　

役
員
会　

10
月
上
旬　
４
Ｓ
会

10
／
24　

缶
友
会
ゴ
ル
フ

12
／
6　

役
員
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

9
／
13　
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1
3
」　

　
　
　
　

出
展
者
説
明
会

10
／
4　

第
２
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

10
／
4　

第
38
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会

　
　
　
　

協
議
会

《
協
力
会
員
加
入
》

（
東
日
本
協
力
会
員
）

㈱
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｙ　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

平
成
25
年
４
月

《
組
合
員
脱
退
》

（
東
日
本
組
合
員
）

東
花
堂
製
缶
㈱　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

 　
　

 

平
成
25
年
３
月
31
日
付

《
代
表
者
交
代
》

（
東
日
本
組
合
）

㈲
須
貝
金
属
工
業
所

　

代
表
取
締
役
社
長　

関
根
浩
二　

 　
　

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

平
成
25
年
５
月

組
合
伝
言
板

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

　

平
成
25
年
5
月
16
日
、
大
阪
府
の
伏
尾
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
で
、
晴
天
の
下
、
第
1
4
1
回

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し
た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝　

馬
場
康
之
氏
（
善
友
金
属
）

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

45
・
41
・
86

二
位　

武
田
和
久
氏
（
三
幸
商
事
）

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

39
・
48
・
87

三
位　

森
本
雪
則
氏
（
新
キ
ヨ
イ
鋼
業
）

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

48
・
50
・
98

＊
次
回
は
平
成
25
年
10
月
に
行
う
予
定
。

◆
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

平
成
25
年
４
月
17
日
、
鷹
之
台
カ
ン
ツ
リ

ー
倶
楽
部
で
第
54
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
を
開
催
し

た
。
今
回
の
参
加
者
は
19
名
。

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝  

菊
井　

治
氏
（
富
安
金
属
印
刷
）

　
　
　
　
　
　
　
　

46
・
40
・
86
・
１
・
85

二
位　

関
根
浩
二
氏
（
須
貝
金
属
工
業
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

49
・
49
・
98
・
12
・
86

三
位　

小
黒
保
満
氏
（
日
進
製
缶
）

　
　
　
　
　
　
　
　

45
・
45
・
90
・
４
・
86

　

次
回
は
平
成
25
年
11
月
6
日
、
筑
波
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
う
予
定
。

◆
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

平成２４年１２月～平成２５年４月迄の
一般缶生産出荷実績

    24. 12

  25. 1

         2

3

4

24. 12

  25.  1

         2

3

4

年　月

経
済
産
業
省
デ
ー
タ

連
合
会
デ
ー
タ

生　産 出　　荷
販　売 その他 在　庫

（単位：ｔ）

６，５６０ 
（７，００７）
５，８９５ 
（６，６２２）
　５，６１４ 
（７，４３９）
　６，０９２ 
（６，３０３）
６，０９０ 
（６，９８２）
４，１６９ 
（４，３５７）
３，４６８ 
（３，５２６）
３，４６２ 
（３，８７５）
　３，６１４ 
（４，０２５）
３，７３７ 
（３，８７９）

６，５６１ 
（７，０９６）
５，４３８ 
（５，９５０）
５，５８３ 
（６，００２）
６，０９２ 
（６，５２３）
５，８２０ 
（６，８５１）
４，２８７ 
（４，５０９）
３，３５６ 
（３，４３７）
３，３９７ 
（３，７３２）
３，５５９ 
（３，９９０）
３，５８１ 
（３，８６７）

１０９ 
（１０３）
１１０ 
（１０２）
９４ 
（８２）
１１５ 
（１０４）
１０７ 
（１０２）

７，８１４ 
（７，０１０）
８，１８８ 
（７，３９８）
８，０６９ 
（８，７７５）
７，９７７ 
（８，５６７）
８，１２９ 
（８，７１３）
３，８６１ 
（３，５７６）
３，９７２ 
（３，６３７）
３，９６４ 
（３，７４４）
４，０４１ 
（３，７６０）
４，０７８ 
（３，７５７）

（　）内は前年同月実績
経済産業省データは同省大臣官房調査統計グループ鉱工業動態統計室編鉄鋼統
計月報より転載

12
／
12
〜
14　
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
2
0
1
3
」

平
成
26
年

1
／
17　

第
３
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

1
／
17　

新
年
賀
詞
交
歓
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

8
／
8　

会
計
監
査

8
／
21　

平
成
24
年
度
通
常
総
会

8
／
21　

納
涼
会

（
西
日
本
組
合
）

エ
ー
ス
精
器
㈱

　

代
表
取
締
役　

有
山
信
夫　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

平
成
25
年
２
月

《
住
所
変
更
》

（
東
日
本
特
別
会
員
）

大
和
製
罐
㈱

　

本
社
：
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

　
　
　
　

二―

七―

二　

　
　
　
　
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
９
階

　
　
電　

話 

〇
三
（
六
二
一
二
）
九
七
〇
〇

　
　
F
A
X 

〇
三
（
六
二
一
二
）
九
七
七
〇

（
西
日
本
組
合
員
）

平
和
製
罐
㈱

　

本
社
：
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
道
修
町

　
　
　
　

一―

五―

一
八

　
　
　
　

朝
日
生
命
道
修
町
ビ
ル
７
階

　
　
電　

話 

〇
六
（
六
二
三
三
）
二
二
八
八

　
　
F
A
X 

〇
六
（
六
二
三
三
）
二
二
八
九

《
工
場
竣
工
》

（
西
日
本
組
合
員
）

善
友
金
属
㈱

滋
賀
工
場
：
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
八
田

　
　
　
　
　

八
五
九―

二
六

　
　
電　

話 

〇
七
四
八
（
六
五
）
五
五
五
七

　
　
F
A
X 

〇
七
四
八
（
六
五
）
五
五
五
八

一
般
缶
連
合
会
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会
員
組
合
通
常
総
会
報
告

■
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
定
村
光
氏
（
再
任
）

　

副
理
事
長　

広
浜
泰
久
氏
（
再
任
）

　

副
理
事
長　

志
賀
正
人
氏
（
再
任
）

　

常
任
理
事　

鳥
居　

廣
氏
（
新
任
）

　

常
任
理
事　

最
上
裕
光
氏
（
新
任
）

　

常
任
理
事　

山
本
泰
則
氏
（
新
任
）

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
５
月
17
日
、

鉄
二
健
保
会
館
で
第
35
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
書
面
を
含
め
40
名
。
古
茂
田
隆
文
理
事

の
司
会
で
進
行
し
、
広
浜
泰
久
副
理
事
長
が
開
会

を
宣
し
、
定
村
光
理
事
長
が
挨
拶
し
た
の
ち
議
長

と
な
り
①
平
成
24
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関

係
書
類
承
認
の
件
②
平
成
25
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定

の
件
③
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
決
定
の
件
④
定

款
全
文
変
更
の
件
⑤
定
款
変
更
認
可
申
請
に
お
け

る
字
句
の
一
部
修
正
委
任
の
件
⑥
専
門
委
員
会
規

約
、
部
会
規
約
及
び
賛
助
会
員
規
約
制
定
の
件
⑦

理
事
及
び
監
事
選
挙
の
件
が
上
程
さ
れ
、①
〜
⑥

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

理
事
及
び
監
事
の
選
挙
は
選
考
委
員
に
よ
る
指

名
推
選
で
行
わ
れ
、
新
理
事
に
よ
る
理
事
会
で
役

付
理
事
及
び
専
門
委
員
会
委
員
長
が
選
任
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
川
賢
一
前
理
事
を
相
談
役
に
委
嘱
し
た
。

志
賀
正
人
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。

理
事
長

　

定
村　

光
（
寺
島
製
缶
工
業
㈱
）

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
25
年
６
月
の
全
日

本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
第
35
回

定
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
第
19
代
会

長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　
一
般
缶
業
界
は
長
引
く
消
費
低
迷

に
よ
り
、
生
産
、
売
上
げ
と
も
年
々

著
し
く
減
少
し
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
缶
は
内
容
物
の
遮
光
性
、
長

期
保
存
性
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
美
的

感
覚
と
機
能
性
な
ど
の
優
位
性
が
あ

り
ま
す
が
、
以
前
と
比
べ
て
缶
の
親

し
み
や
す
さ
が
薄
れ
、
他
素
材
に
替

わ
ら
れ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。
需
要

家
や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
て
一
般
缶
の
得
意
技
術
を
生
か
し

た
モ
ノ
造
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
「
よ
り

良
い
製
品
」「
造
る
喜
び
」「
届
け
る

誇
り
」
で
モ
ノ
造
り
の
ロ
マ
ン
を
追

い
続
け
、
一般
缶
の
広
が
り
に
結
び
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
連
合
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
今
後
、

所
属
員
各
社
の
経
営
革
新
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
一
般
缶
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
需

要
喚
起
活
動
を
始
め
、
所
属
員
企
業

間
の
連
携
・
協
業
化
の
検
討
、
ゲ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
の
推
進
、技
術・技
能
継
承
、

産
学
協
同
の
取
り
組
み
等
の
事
業
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
５
月
27
日
、

大
阪
市
北
区
の
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
で
第
45
回
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任
状
を
含
め

24
名
。
開
会
宣
言
の
あ
と
渋
谷
明
彦
理
事
長
が
挨

拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
①
平
成
24
年
度
事
業
並

び
に
決
算
報
告
書
の
承
認
の
件
②
平
成
25
年
度
予

算
案
並
び
に
事
業
計
画
承
認
の
件
③
定
款
変
更
の

件
④
役
員
改
選
の
件
が
上
程
さ
れ
、①
〜
③
議
案

は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
は
、
連
記
式
無
記
名
投
票
で
行
わ
れ
、

新
理
事
に
よ
る
理
事
会
で
役
付
理
事
が
選
任
さ
れ

た
。
辻
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り

理
事
長

　

渋
谷
明
彦
（
明
和
金
属
工
業
㈱
）

副
理
事
長

　

辻　

亘
彦
（
三
国
金
属
工
業
㈱
）

　

中
田
成
一
（
平
和
製
罐
㈱
）

理
　
事

　

小
西
克
彦
（
生
野
金
属
㈱
）

　

清
水
浩
一
（
大
阪
製
罐
㈱
）

　

岩
橋
久
直
（
㈱
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
金
属
工
場
）

　

下
宮
義
弘
（
下
宮
金
属
工
業
㈱
）

　

渡
邊
静
雄
（
江
戸
川
製
罐
工
業
㈱
）

　

馬
場
康
之
（
善
友
金
属
㈱
）

監
　
事

　

中
山
裕
文
（
中
山
製
缶
㈱
）

　

山
本
浩
之
（
山
雄
製
缶
工
業
㈱
）

■
中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
池
田
祥
三
氏
（
再
任
）

　

副
理
事
長　

石
川
博
章
氏
（
再
任
）

　

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
５
月
23
日
、
名
古

屋
市
の
名
古
屋
国
鉄
会
館
で
第
63
回
通
常
総
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任
状
を
含
め
８
名
。

　

事
務
局
が
開
会
を
宣
し
、
池
田
祥
三
理
事
長
が

挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
①
平
成
24
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
件

②
新
役
員
選
任
の
件
③
平
成
25
年
度
事
業
計
画
案

及
び
収
支
予
算
案
の
承
認
に
関
す
る
件
が
上
程
さ

れ
、①
及
び
③
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

　

新
役
員
選
任
は
選
考
委
員
に
よ
る
指
名
推
選
の

方
法
で
行
わ
れ
、
新
理
事
に
よ
る
理
事
会
で
役
付

理
事
が
選
任
さ
れ
た
。
石
川
博
章
副
理
事
長
の
閉

会
の
辞
で
終
了
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。

理
事
長

　

池
田
祥
三
（
興
和
製
缶
㈱
）

副
理
事
長

　

石
川
博
章
（
側
島
製
罐
㈱
）

理
　
事

　

安
藤
宏
行
（
日
東
製
罐
販
売
㈱
）

　

近
藤
正
臣
（
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
名
古
屋
金
属
工
場
）

　

中
川　

泰
（
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ス
㈱
）

　

山
梨　

勝
（
静
岡
製
罐
㈲
）

監
　
事

　

田
中
耕
太
郎
（
㈱
銅
辰
製
作
所
）

副
理
事
長

　

広
浜
泰
久
（
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
）Ｐ
Ｒ
委
員
長

　

志
賀
正
人
（
エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
㈱
）

　
　
　
　
　
　

活
路
開
拓
委
員
長

常
任
理
事

　

鳥
居　

廣
（
㈲
鳥
居
製
缶
）
総
務
委
員
長

　

最
上
裕
光
（
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱
）
流
通
委
員
長

　

山
本
泰
則
（
㈱
東
都
製
缶
）
教
育
技
術
委
員
長

理
　
事

　

加
島　

裕
（
江
戸
川
製
罐
㈱
）
運
営
委
員
長

　

竹
内
雅
夫
（
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
）

　
　
　
　
　
　

運
営
委
員
長

　

古
茂
田
隆
文
（
古
茂
田
製
罐
㈱
）

　

神
宮
善
太
郎
（
㈱
神
宮
製
作
所
）
運
営
委
員
長

　

杉
浦
由
記
夫
（
杉
浦
製
罐
㈱
）

　

髙
田
勝
雄
（
㈲
髙
田
王
冠
製
作
所
）

　
　
　
　
　
　

運
営
委
員
長

　

澤
田
武
史
（
東
邦
金
属
工
業
㈱
）

　

小
黒
保
満
（
日
進
製
缶
㈱
）
運
営
委
員
長

　

水
戸
部
武
寿
（
水
戸
部
製
缶
㈱
）

　

小
林
達
生
（
明
祐
工
業
㈱
）

監
　
事

　

久
保
田
裕
美
（
㈱
久
保
田
製
罐
）

　

関
根
浩
二
（
㈲
須
貝
金
属
工
業
所
）

■
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
渋
谷
明
彦
氏
（
再
任
）

　

副
理
事
長　

辻　

亘
彦
氏
（
再
任
）

　

副
理
事
長　

中
田
成
一
氏
（
再
任
）

「
初
め
て
の
プ
レ
ス
金
型
設
計
」を
受
講
し
て

江
戸
川
製
罐
㈱
　
白
川
和
男

　

平
成
25
年
２
月
19
日
、
す
み
だ
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
分
科
会
技
術
講
習
会
」
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
14
社
32
名
の
参
加
が

あ
り
、
講
習
会
場
は
一
杯
で
し
た
。

　

プ
レ
ス
の
基
礎
に
つ
い
て
講
義
形
式
で
、
プ
レ

ス
加
工
や
金
型
の
種
類
、
設
計
時
の
注
意
点
と
い

っ
た
内
容
を
学
び
ま
し
た
。

　

プ
レ
ス
加
工
に
は
分
離
、
成
形
、
接
合
加
工
の

３
つ
が
あ
り
、
各
々
に
更
に
た
く
さ
ん
の
加
工
方

法
が
あ
る
こ
と
を
知
り
驚
き
ま
し
た
。

　

金
型
に
は
単
能
、
複
合
、
順
送
型
の
３
種
類
が

あ
り
、
絞
り
工
程
の
設
計
に
は
ブ
ラ
ン
ク
寸
法
や

絞
り
回
数
、
絞
り
高
さ
を
計
算
式
で
求
め
る
、
と

い
う
手
順
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

半
日
の
講
習
終
了
後
に
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
精
密

測
定
室
、
工
作
機
械
室
を
見
学
し
ま
し
た
。
初
め

て
見
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
が
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合 

分
科
会
レ
ポ
ー
ト

講師の説明に聞き入る参加者

得
意
技
術
を
生
か
し
た

　
　
　
　
モ
ノ
造
り
の
ロマ
ン
を
追
い
続
け
よ
う

エコプロダクツ
2013に
出展します

エコプロダクツ
2013に
出展します

　エコプロダクツは環境への
関心の高い様々なステークホ
ルダーが一堂に集う日本最大
級の環境展です。15回目とな
る今回もスチール缶リサイク
ル協会、全国十八リットル缶
工業組合連合会と共同出展
します。

一般缶連合会

平成25年
12月12日（木）～14日（土）

▼
東京ビッグサイト東ホール全館

◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

新
　
会
　
長
　
挨
　
拶



3 2一般缶連合会ニュース／第119号（平成25年7月25日）一般缶連合会ニュース／第119号（平成25年7月25日）

会
員
組
合
通
常
総
会
報
告

■
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
定
村
光
氏
（
再
任
）

　

副
理
事
長　

広
浜
泰
久
氏
（
再
任
）

　

副
理
事
長　

志
賀
正
人
氏
（
再
任
）

　

常
任
理
事　

鳥
居　

廣
氏
（
新
任
）

　

常
任
理
事　

最
上
裕
光
氏
（
新
任
）

　

常
任
理
事　

山
本
泰
則
氏
（
新
任
）

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
５
月
17
日
、

鉄
二
健
保
会
館
で
第
35
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
書
面
を
含
め
40
名
。
古
茂
田
隆
文
理
事

の
司
会
で
進
行
し
、
広
浜
泰
久
副
理
事
長
が
開
会

を
宣
し
、
定
村
光
理
事
長
が
挨
拶
し
た
の
ち
議
長

と
な
り
①
平
成
24
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関

係
書
類
承
認
の
件
②
平
成
25
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定

の
件
③
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
決
定
の
件
④
定

款
全
文
変
更
の
件
⑤
定
款
変
更
認
可
申
請
に
お
け

る
字
句
の
一
部
修
正
委
任
の
件
⑥
専
門
委
員
会
規

約
、
部
会
規
約
及
び
賛
助
会
員
規
約
制
定
の
件
⑦

理
事
及
び
監
事
選
挙
の
件
が
上
程
さ
れ
、①
〜
⑥

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

理
事
及
び
監
事
の
選
挙
は
選
考
委
員
に
よ
る
指

名
推
選
で
行
わ
れ
、
新
理
事
に
よ
る
理
事
会
で
役

付
理
事
及
び
専
門
委
員
会
委
員
長
が
選
任
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
川
賢
一
前
理
事
を
相
談
役
に
委
嘱
し
た
。

志
賀
正
人
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。

理
事
長

　

定
村　

光
（
寺
島
製
缶
工
業
㈱
）

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
25
年
６
月
の
全
日

本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
第
35
回

定
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
第
19
代
会

長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　
一
般
缶
業
界
は
長
引
く
消
費
低
迷

に
よ
り
、
生
産
、
売
上
げ
と
も
年
々

著
し
く
減
少
し
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
缶
は
内
容
物
の
遮
光
性
、
長

期
保
存
性
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
美
的

感
覚
と
機
能
性
な
ど
の
優
位
性
が
あ

り
ま
す
が
、
以
前
と
比
べ
て
缶
の
親

し
み
や
す
さ
が
薄
れ
、
他
素
材
に
替

わ
ら
れ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。
需
要

家
や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
て
一
般
缶
の
得
意
技
術
を
生
か
し

た
モ
ノ
造
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
「
よ
り

よ
い
製
品
」「
造
る
喜
び
」「
届
け
る

誇
り
」
で
モ
ノ
造
り
の
ロ
マ
ン
を
追

い
続
け
、
一般
缶
の
広
が
り
に
結
び
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
連
合
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
今
後
、

所
属
員
各
社
の
経
営
革
新
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
一
般
缶
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
需

要
喚
起
活
動
を
始
め
、
所
属
員
企
業

間
の
連
携
・
協
業
化
の
検
討
、
ゲ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
の
推
進
、技
術・技
能
継
承
、

産
学
協
同
の
取
り
組
み
等
の
事
業
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
５
月
27
日
、

大
阪
市
北
区
の
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
で
第
45
回
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任
状
を
含
め

24
名
。
開
会
宣
言
の
あ
と
渋
谷
明
彦
理
事
長
が
挨

拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
①
平
成
24
年
度
事
業
並

び
に
決
算
報
告
書
の
承
認
の
件
②
平
成
25
年
度
予

算
案
並
び
に
事
業
計
画
承
認
の
件
③
定
款
変
更
の

件
④
役
員
改
選
の
件
が
上
程
さ
れ
、①
〜
③
議
案

は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
は
、
連
記
式
無
記
名
投
票
で
行
わ
れ
、

新
理
事
に
よ
る
理
事
会
で
役
付
理
事
が
選
任
さ
れ

た
。
辻
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り

理
事
長

　

渋
谷
明
彦
（
明
和
金
属
工
業
㈱
）

副
理
事
長

　

辻　

亘
彦
（
三
国
金
属
工
業
㈱
）

　

中
田
成
一
（
平
和
製
罐
㈱
）

理
　
事

　

小
西
克
彦
（
生
野
金
属
㈱
）

　

清
水
浩
一
（
大
阪
製
罐
㈱
）

　

岩
橋
久
直
（
㈱
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
金
属
工
場
）

　

下
宮
義
弘
（
下
宮
金
属
工
業
㈱
）

　

渡
邊
静
雄
（
江
戸
川
製
罐
工
業
㈱
）

　

馬
場
康
之
（
善
友
金
属
㈱
）

監
　
事

　

中
山
裕
文
（
中
山
製
缶
㈱
）

　

山
本
浩
之
（
山
雄
製
缶
工
業
㈱
）

■
中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
池
田
祥
三
氏
（
再
任
）

　

副
理
事
長　

石
川
博
章
氏
（
再
任
）

　

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
５
月
23
日
、
名
古

屋
市
の
名
古
屋
国
鉄
会
館
で
第
63
回
通
常
総
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任
状
を
含
め
８
名
。

　

事
務
局
が
開
会
を
宣
し
、
池
田
祥
三
理
事
長
が

挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
①
平
成
24
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
件

②
新
役
員
選
任
の
件
③
平
成
25
年
度
事
業
計
画
案

及
び
収
支
予
算
案
の
承
認
に
関
す
る
件
が
上
程
さ

れ
、①
及
び
③
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

　

新
役
員
選
任
は
選
考
委
員
に
よ
る
指
名
推
選
の

方
法
で
行
わ
れ
、
新
理
事
に
よ
る
理
事
会
で
役
付

理
事
が
選
任
さ
れ
た
。
石
川
博
章
副
理
事
長
の
閉

会
の
辞
で
終
了
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。

理
事
長

　

池
田
祥
三
（
興
和
製
缶
㈱
）

副
理
事
長

　

石
川
博
章
（
側
島
製
罐
㈱
）

理
　
事

　

安
藤
宏
行
（
日
東
製
罐
販
売
㈱
）

　

近
藤
正
臣
（
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
名
古
屋
金
属
工
場
）

　

中
川　

泰
（
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ス
㈱
）

　

山
梨　

勝
（
静
岡
製
罐
㈲
）

監
　
事

　

田
中
耕
太
郎
（
㈱
銅
辰
製
作
所
）

副
理
事
長

　

広
浜
泰
久
（
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
）Ｐ
Ｒ
委
員
長

　

志
賀
正
人
（
エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
㈱
）

　
　
　
　
　
　

活
路
開
拓
委
員
長

常
任
理
事

　

鳥
居　

廣
（
㈲
鳥
居
製
缶
）
総
務
委
員
長

　

最
上
裕
光
（
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱
）
流
通
委
員
長

　

山
本
泰
則
（
㈱
東
都
製
缶
）
教
育
技
術
委
員
長

理
　
事

　

加
島　

裕
（
江
戸
川
製
罐
㈱
）
運
営
委
員
長

　

竹
内
雅
夫
（
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
）

　
　
　
　
　
　

運
営
委
員
長

　

古
茂
田
隆
文
（
古
茂
田
製
罐
㈱
）

　

神
宮
善
太
郎
（
㈱
神
宮
製
作
所
）
運
営
委
員
長

　

杉
浦
由
記
夫
（
杉
浦
製
罐
㈱
）

　

髙
田
勝
雄
（
㈲
髙
田
王
冠
製
作
所
）

　
　
　
　
　
　

運
営
委
員
長

　

澤
田
武
史
（
東
邦
金
属
工
業
㈱
）

　

小
黒
保
満
（
日
進
製
缶
㈱
）
運
営
委
員
長

　

水
戸
部
武
寿
（
水
戸
部
製
缶
㈱
）

　

小
林
達
生
（
明
祐
工
業
㈱
）

監
　
事

　

久
保
田
裕
美
（
㈱
久
保
田
製
罐
）

　

関
根
浩
二
（
㈲
須
貝
金
属
工
業
所
）

■
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
渋
谷
明
彦
氏
（
再
任
）

　

副
理
事
長　

辻　

亘
彦
氏
（
再
任
）

　

副
理
事
長　

中
田
成
一
氏
（
再
任
）

「
初
め
て
の
プ
レ
ス
金
型
設
計
」を
受
講
し
て

江
戸
川
製
罐
㈱
　
白
川
和
男

　

平
成
25
年
２
月
19
日
、
す
み
だ
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
分
科
会
技
術
講
習
会
」
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
14
社
32
名
の
参
加
が

あ
り
、
講
習
会
場
は
一
杯
で
し
た
。

　

プ
レ
ス
の
基
礎
に
つ
い
て
講
義
形
式
で
、
プ
レ

ス
加
工
や
金
型
の
種
類
、
設
計
時
の
注
意
点
と
い

っ
た
内
容
を
学
び
ま
し
た
。

　

プ
レ
ス
加
工
に
は
分
離
、
成
形
、
接
合
加
工
の

３
つ
が
あ
り
、
各
々
に
更
に
た
く
さ
ん
の
加
工
方

法
が
あ
る
こ
と
を
知
り
驚
き
ま
し
た
。

　

金
型
に
は
単
能
、
複
合
、
順
送
型
の
３
種
類
が

あ
り
、
絞
り
工
程
の
設
計
に
は
ブ
ラ
ン
ク
寸
法
や

絞
り
回
数
、
絞
り
高
さ
を
計
算
式
で
求
め
る
、
と

い
う
手
順
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

半
日
の
講
習
終
了
後
に
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
精
密

測
定
室
、
工
作
機
械
室
を
見
学
し
ま
し
た
。
初
め

て
見
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
が
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合 

分
科
会
レ
ポ
ー
ト

講師の説明に聞き入る参加者

得
意
技
術
を
生
か
し
た

　
　
　
　
モ
ノ
造
り
の
ロマ
ン
を
追
い
続
け
よ
う

エコプロダクツ
2013に
出展します

エコプロダクツ
2013に
出展します

　エコプロダクツは環境への
関心の高い様々なステークホ
ルダーが一堂に集う日本最大
級の環境展です。15回目とな
る今回もスチール缶リサイク
ル協会、全国十八リットル缶
工業組合連合会と共同出展
します。

一般缶連合会

平成25年
12月12日（木）～14日（土）

▼
東京ビッグサイト東ホール全館

◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

新
　
会
　
長
　
挨
　
拶
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基調講演を熱心に聞く参加者

広
浜　
菓
子
業
界
の
現
状
は
。

三
橋　
「
少
子
高
齢
化
で
菓
子
が
売
れ
な
い
」

と
厳
し
い
現
状
を
嘆
い
て
い
る
。
全
日
本
菓

子
協
会
の
調
べ
で
平
成
24
年
度
の
菓
子
小
売

金
額
は
３
兆
1
6
9
5
億
円
。
菓
子
の
種
類

は
飴
菓
子
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
チ
ュ
ー
イ
ン

ガ
ム
、煎
餅
、ビ
ス
ケ
ッ
ト
、米
菓
、和
生
菓
子
、

洋
生
菓
子
、ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、油
菓
子
そ
の
他
。

売
上
順
位
は
①
和
生
菓
子
②
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

③
洋
生
菓
子
。
顕
著
な
傾
向
は
チ
ュ
ー
イ
ン

ガ
ム
の
落
ち
込
み
。
2
0
0
4
年
1
8
8
1

億
円
か
ら
2
0
1
2
年
1
3
2
5
億
円
と
30

％
超
の
減
少
。
増
え
て
い
る
の
は
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
で
菓
子
の
王
様
と
の
声
も
あ
る
。
こ
の

と
こ
ろ
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
ヒ
ッ
ト
商
品
や
新

製
品
が
出
て
い
な
い
。「
安
全
・
安
心
」
の

問
題
で
事
故
の
な
い
旧
来
品
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
形
で
出
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
新

製
品
の
提
案
は
少
な
い
と
思
う
。
菓
子
問
屋

は
8
0
0
社
。
う
ち
大
手
は
４
社
。
問
屋
の

生
き
残
り
策
は
工
場
無
き
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
商
品
開
発
。
菓
子
メ
ー
カ
ー
、
問
屋
の
缶

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
缶
メ
ー
カ
ー
の
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
る
部
分
と
が
乖
離
し
て
い
る
感

が
あ
る
。
缶
の
持
つ
優
位
性
が
逆
に
菓
子
に

と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
動
い
て
い
る
面
が
あ
る
。

広
浜　
一
般
缶
業
界
の
課
題
と
今
後
の
可
能

性
は
。

新
谷　
鉄
鋼
製
品
の
用
途
別
受
注
統
計
に
よ

る
と
、
一
般
缶
（
王
冠
、
18
リ
ッ
ト
ル
缶
、

ペ
ー
ル
缶
、
そ
の
他
一
般
缶
）
向
け
は
10
年

前
に
比
べ
2
0
1
2
年
度
は
29
％
減
、
そ
の

他
一
般
缶
で
は
43
％
減
と
落
ち
込
み
が
激
し

い
。
こ
れ
は
容
器
全
体
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
減

少
の
ほ
か
ス
チ
ー
ル
か
ら
他
素
材
へ
の
移
行

が
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
10
年

間
で
何
が
起
こ
っ
て
き
た
か
。
鋼
材
価
格
の

値
上
が
り
が
大
き
い
。
そ
の
背
景
で
あ
る
鉄

鋼
材
料
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
集
約
化
と
中
国

の
大
量
生
産
に
よ
る
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

に
よ
り
、
主
原
料
の
価
格
が
上
が
っ
た
。
鉄

鋼
メ
ー
カ
ー
は
装
置
産
業
ゆ
え
に
固
定
比
率

が
高
か
っ
た
が
、
こ
の
10
年
の
う
ち
鉄
鋼
材

料
の
値
上
が
り
で
変
動
費
の
占
め
る
割
合
が

高
く
な
っ
た
。
こ
の
先
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
大
き
な
価
格
上
昇
も
、
ま
た
元
の
価
格
に

戻
る
こ
と
も
な
い
と
思
う
。
課
題
の
１
つ
目

は
板
厚
を
薄
く
し
て
使
用
材
料
を
減
ら
す

業
界
の
明
日
を
見
据
え
て

参
加
者
と一体
と
な
っ
た
パ
ネ
ル
ト
ー
ク

新
素
材
・
加
工
技
術
開
発
促
し

　
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た

　
　
一
般
缶
の
新
用
途
開
発
を
期
待

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成

25
年
7
月
５
日
、
東
京
・
港
区
の
浜
松
町

東
京
會
舘
で
「
も
っ
と
知
ろ
う
、
も
っ
と
使

お
う
一
般
缶
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３
を
開
催

し
、
組
合
員
を
始
め
関
係
者
１
３
１
名
が

参
加
し
た
。
第
１
部
は
元
新
日
本
製
鐵
鉄

鋼
研
究
所
長
の
加
藤
忠
一
氏
が
「
ブ
リ
キ
と

ト
タ
ン
と
ブ
リ
キ
屋
さ
ん
」
と
題
し
て
基
調

講
演
を
行
っ
た
。
第
２
部
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
。
同
組
合
の
広
浜
泰
久
副
理
事

長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、「
一
般
缶

が
ひ
ら
く
未
来
Ｐａｒ
ｔ
Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
4

人
の
識
者
が
熱
の
こ
も
っ
た
討
議
を
展
開
し

た
。
今
回
は
会
場
か
ら
の
質
問
も
取
り
入

れ
た
。
第
３
部
は
出
席
者
が
集
う
交
流
パ

ー
テ
ィ
を
行
っ
た
。（
司
会
は
神
宮
善
太
郎
・

同
組
合
運
営
委
員
長
）

◉
グ
ル
ー
プ
化
で
新
分
野
進
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

◉
組
合
主
導
で
異
分
野
と
の
マッ
チ
ン
グ
に
期
待

◉
ゲ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
で
コ
ス
ト
削
減
を

　
　
　
　
　
　
　

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
も
サ
ポ
ー
ト

◉
最
適
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
へ

　
　
　
　
　
　
　

業
界
の
垣
根
越
え
た
対
応
を

◉
缶
用
途
の
長
所 

営
業
担
当
に
し
っ
か
り
と
説
明

◉
缶
特
有
の
素
晴
ら
し
さ
に
生
き
る
道
を

◉
こ
ま
め
な
情
報
発
信
で
缶
へ
の
意
識
改
革
を

◉
缶
造
り
は「
社
会
性
」 「
こ
だ
わ
り
」の
視
点
で

　

ブ
リ
キ
は
薄
鋼
板
に
0.4
ミ
ク
ロ
ン
の
非

常
に
薄
い
ス
ズ
が
め
っ
き
さ
れ
た
も
の
。

ト
タ
ン
は
ブ
リ
キ
よ
り
も
厚
い
20
ミ
ク
ロ

ン
の
亜
鉛
が
め
っ
き
さ
れ
た
も
の
。
ス
ズ

を
鉄
製
品
に
め
っ
き
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
12
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
。
先
に
造
っ
た

製
品
を
溶
け
た
ス
ズ
に
浸
け
る
「
後
め
っ

き
法
」
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
キ
起
源
の
定
説

は
な
い
が
、
1
3
4
0
年
頃
に
ド
イ
ツ
・

バ
イ
エ
ル
ン
地
方
で
始
ま
っ
た
ら
し
い
。

工
業
化
は
1
6
2
0
年
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

1
6
7
0
年
ブ
リ
キ
工
場
が
で
き
た
。
当

時
は
台
所
・
家
庭
用
品
、
と
く
に
漆
器
様

ジ
ャ
パ
ン
ニ
ン
グ
で
丸
皿
や
お
盆
な
ど
が

造
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
1
7
2
0
年

ブ
リ
キ
技
術
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
ぶ
り
き

の
「
安
く
て
、
軽
く
て
、
使
い
や
す
い
」

特
性
を
生
か
し
ポ
ッ
ト
、
ス
プ
ー
ン
、
皿
、

砂
糖
入
れ
、
チ
ー
ズ
お
ろ
し
器
、
ナ
ッ
ツ

チ
ョ
ッ
パ
ー
、
マ
グ
カ
ッ
プ
、
テ
ィ
ー
ポ

ッ
ト
、
照
明
器
具
、
ラ
ン
タ
ン
、
肩
章
・

帽
子
・
煙
草
・
装
身
具
等
を
入
れ
る
箱
物

な
ど
、
多
様
に
ブ
リ
キ
職
人
に
よ
っ
て
造

ら
れ
、
1
8
0
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
は
ブ

リ
キ
の
時
代
と
言
わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
で
は

18
世
紀
末
か
ら
ブ
リ
キ
お
も
ち
ゃ
が
造
ら

れ
、
19
世
紀
後
半
に
は
産
業
と
し
て
飛
躍

的
に
伸
び
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
1
8
3
8

年
に
ブ
リ
キ
お
も
ち
ゃ
会
社
が
で
き
、
19

世
紀
半
ば
か
ら
第
1
次
大
戦
ま
で
ブ
リ
キ

お
も
ち
ゃ
の
黄
金
時
代
。
日
本
で
は

1
0
0
年
位
遅
れ
て
明
治
7
年
に
造
ら
れ

た
が
、
産
業
と
し
て
発
達
し
た
の
は

1
9
5
0
年
代
中
頃
で
、
ア
メ
リ
カ
を
抜

き
世
界
王
者
に
な
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
セ
ル
ロ
イ
ド
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
駆
逐
さ
れ
た
。
缶
詰
は
1
8
0
4
年
に

フ
ラ
ン
ス
人
が
発
明
。
1
8
1
2
年
、
イ

ギ
リ
ス
に
最
初
の
ブ
リ
キ
缶
詰
工
場
が
で

き
た
。
同
時
期
に
ア
メ
リ
カ
で
も
造
ら
れ

始
め
、
1
8
6
1
年
に
始
ま
っ
た
南
北
戦

争
で
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
缶
詰
が
多
用
さ

れ
た
。
日
本
は
非
常
に
遅
く
1
8
7
6
年

に
官
営
石
狩
缶
詰
所
で
サ
ケ
缶
詰
が
造
ら

れ
た
。
石
油
缶
は
1
8
5
4
年
、
ア
メ
リ

カ
に
初
め
て
で
き
た
石
油
会
社
の
石
油
輸

送
用
に
使
用
さ
れ
た
。
今
は
殆
ど
が
テ
ィ

ン
フ
リ
ー
ス
チ
ー
ル
製
。
王
冠
は

1
8
9
2
年
に
ア
メ
リ
カ
で
発
明
さ
れ
、

日
本
で
は
1
9
0
0
年
に
最
初
日
本
酒
に

使
わ
れ
た
。
今
も
そ
の
形
状
が
変
わ
っ
て

い
な
い
〝
小
さ
な
大
発
明
品
〞。
紅
茶
缶

は
18
世
紀
半
ば
以
降
イ
ギ
リ
ス
で
使
わ
れ

た
。
茶
筒
は
1
8
6
1
年
京
都
で
最
初
に

造
ら
れ
た
。
ジ
ュ
ー
ス
缶
は
1
9
5
4
年

に
明
治
製
菓
が
初
め
て
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
缶
と
し
て
販
売
し
た
が
、
現
在
は
殆
ど

が
ア
ル
ミ
缶
。
ビ
ー
ル
缶
は
1
9
3
5
年

に
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
が
現
在
は
殆

ど
が
ア
ル
ミ
缶
。
コ
ー
ヒ
ー
缶
は
強
度
が

必
要
な
の
で
今
も
ブ
リ
キ
が
使
わ
れ
て
い

る
が
、
窒
素
充
填
法
が
開
発
さ
れ
て
ア
ル

ミ
缶
も
使
用
可
能
に
。
ス
チ
ー
ル
は
樹
脂

フ
ィ
ル
ム
ラ
ミ
ネ
ー
ト
鋼
板
ツ
ー
ピ
ー
ス

缶
で
対
抗
。
そ
の
他
の
ブ
リ
キ
用
途
に
軍

事
用
品
、エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
、乾
電
池
外
装
缶
、

煙
草
缶
、蚊
取
り
線
香
缶
、ブ
リ
キ
天
井
材
、

レ
コ
ー
ド
針
箱
、
筆
箱
な
ど
が
あ
る
。

　

今
後
は
「
ピ
ー
ス
缶
」「
ド
ロ
ッ
プ
缶
」

や
「
蚊
取
り
線
香
缶
」
の
よ
う
に
、
あ
る

品
物
が
即
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る

「
ブ
ラ
ン
ド
缶
」
を
開
発
す
る
こ
と
が
絶

対
必
要
。
ブ
リ
キ
か
ら
1
2
0
年
遅
れ
で

屋
根
材
と
し
て
開
発
さ
れ
た
ト
タ
ン
が
今

や
建
材
、
自
動
車
、
家
電
用
材
料
に
大
き

く
変
身
し
た
の
に
対
し
、
ブ
リ
キ
は
多
用

途
に
使
わ
れ
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
容

器
で
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
研
究
者
と
し

て
ブ
リ
キ
の
用
途
開
発
を
少
し
怠
っ
て
い

た
反
省
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
消
費
者
ニ

ー
ズ
を
新
し
い
視
点
で
掴
み
、
缶
製
造
の

た
め
の
加
工
技
術
を
新
し
い
も
の
に
変
え
、

そ
れ
に
相
応
し
い
新
し
い
材
料
を
鉄
鋼
メ

ー
カ
ー
に
開
発
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
、

消
費
者
、
一
般
缶
メ
ー
カ
ー
、
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
の
三
者
が
一
致
協
力
し
た
動
き
を
作

れ
ば
一
般
缶
や
ブ
リ
キ
の
新
用
途
が
広
が

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

■
基
調
講
演
要
旨

1941年福井県鯖江市生まれ。1967年北海道大学
大学院（修士）修了後、旧富士製鉄㈱入社。以後新
日本製鐵㈱で一貫して研究開発部門に勤務し、表面
処理研究部長、鉄鋼研究所長を歴任。1999年新日
本製鐵㈱退職、2004年㈱日鐵テクノリサーチ社長退
任・退職、現在に至る。工学博士。著書に『ブリキとトタ
ンとブリキ屋さん』『金筬および筬屋』（㈱ブイツーソ
リューション発行）他がある。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

加藤忠一氏
元新日本製鐵株式会社
（現新日鐵住金株式会社）
鉄鋼研究所長

かとう  ちゅういち

パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（青木氏）（新谷氏）（三橋氏）（田熊氏）

課題や将来像を語る4名のパネリスト
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基調講演を熱心に聞く参加者

広
浜　
菓
子
業
界
の
現
状
は
。

三
橋　
「
少
子
高
齢
化
で
菓
子
が
売
れ
な
い
」

と
厳
し
い
現
状
を
嘆
い
て
い
る
。
全
日
本
菓

子
協
会
の
調
べ
で
平
成
24
年
度
の
菓
子
小
売

金
額
は
３
兆
1
6
9
5
億
円
。
菓
子
の
種
類

は
飴
菓
子
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
チ
ュ
ー
イ
ン

ガ
ム
、煎
餅
、ビ
ス
ケ
ッ
ト
、米
菓
、和
生
菓
子
、

洋
生
菓
子
、ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、油
菓
子
そ
の
他
。

売
上
順
位
は
①
和
生
菓
子
②
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

③
洋
生
菓
子
。
顕
著
な
傾
向
は
チ
ュ
ー
イ
ン

ガ
ム
の
落
ち
込
み
。
2
0
0
4
年
1
8
8
1

億
円
か
ら
2
0
1
2
年
1
3
2
5
億
円
と
30

％
超
の
減
少
。
増
え
て
い
る
の
は
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
で
菓
子
の
王
様
と
の
声
も
あ
る
。
こ
の

と
こ
ろ
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
ヒ
ッ
ト
商
品
や
新

製
品
が
出
て
い
な
い
。「
安
全
・
安
心
」
の

問
題
で
事
故
の
な
い
旧
来
品
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
形
で
出
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
新

製
品
の
提
案
は
少
な
い
と
思
う
。
菓
子
問
屋

は
8
0
0
社
。
う
ち
大
手
は
４
社
。
問
屋
の

生
き
残
り
策
は
工
場
無
き
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
商
品
開
発
。
菓
子
メ
ー
カ
ー
、
問
屋
の
缶

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
缶
メ
ー
カ
ー
の
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
る
部
分
と
が
乖
離
し
て
い
る
感

が
あ
る
。
缶
の
持
つ
優
位
性
が
逆
に
菓
子
に

と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
動
い
て
い
る
面
が
あ
る
。

広
浜　
一
般
缶
業
界
の
課
題
と
今
後
の
可
能

性
は
。

新
谷　
鉄
鋼
製
品
の
用
途
別
受
注
統
計
に
よ

る
と
、
一
般
缶
（
王
冠
、
18
リ
ッ
ト
ル
缶
、

ペ
ー
ル
缶
、
そ
の
他
一
般
缶
）
向
け
は
10
年

前
に
比
べ
2
0
1
2
年
度
は
29
％
減
、
そ
の

他
一
般
缶
で
は
43
％
減
と
落
ち
込
み
が
激
し

い
。
こ
れ
は
容
器
全
体
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
減

少
の
ほ
か
ス
チ
ー
ル
か
ら
他
素
材
へ
の
移
行

が
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
10
年

間
で
何
が
起
こ
っ
て
き
た
か
。
鋼
材
価
格
の

値
上
が
り
が
大
き
い
。
そ
の
背
景
で
あ
る
鉄

鋼
材
料
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
集
約
化
と
中
国

の
大
量
生
産
に
よ
る
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

に
よ
り
、
主
原
料
の
価
格
が
上
が
っ
た
。
鉄

鋼
メ
ー
カ
ー
は
装
置
産
業
ゆ
え
に
固
定
比
率

が
高
か
っ
た
が
、
こ
の
10
年
の
う
ち
鉄
鋼
材

料
の
値
上
が
り
で
変
動
費
の
占
め
る
割
合
が

高
く
な
っ
た
。
こ
の
先
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
大
き
な
価
格
上
昇
も
、
ま
た
元
の
価
格
に

戻
る
こ
と
も
な
い
と
思
う
。
課
題
の
１
つ
目

は
板
厚
を
薄
く
し
て
使
用
材
料
を
減
ら
す

業
界
の
明
日
を
見
据
え
て

参
加
者
と一体
と
な
っ
た
パ
ネ
ル
ト
ー
ク

新
素
材
・
加
工
技
術
開
発
促
し

　
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た

　
　
一
般
缶
の
新
用
途
開
発
を
期
待

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成

25
年
7
月
５
日
、
東
京
・
港
区
の
浜
松
町

東
京
會
舘
で
「
も
っ
と
知
ろ
う
、
も
っ
と
使

お
う
一
般
缶
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３
を
開
催

し
、
組
合
員
を
始
め
関
係
者
１
３
１
名
が

参
加
し
た
。
第
１
部
は
元
新
日
本
製
鐵
鉄

鋼
研
究
所
長
の
加
藤
忠
一
氏
が
「
ブ
リ
キ
と

ト
タ
ン
と
ブ
リ
キ
屋
さ
ん
」
と
題
し
て
基
調

講
演
を
行
っ
た
。
第
２
部
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
。
同
組
合
の
広
浜
泰
久
副
理
事

長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、「
一
般
缶

が
ひ
ら
く
未
来
Ｐａｒ
ｔ
Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
4

人
の
識
者
が
熱
の
こ
も
っ
た
討
議
を
展
開
し

た
。
今
回
は
会
場
か
ら
の
質
問
も
取
り
入

れ
た
。
第
３
部
は
出
席
者
が
集
う
交
流
パ

ー
テ
ィ
を
行
っ
た
。（
司
会
は
神
宮
善
太
郎
・

同
組
合
運
営
委
員
長
）

◉
グ
ル
ー
プ
化
で
新
分
野
進
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

◉
組
合
主
導
で
異
分
野
と
の
マッ
チ
ン
グ
に
期
待

◉
ゲ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
で
コ
ス
ト
削
減
を

　
　
　
　
　
　
　

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
も
サ
ポ
ー
ト

◉
最
適
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
へ

　
　
　
　
　
　
　

業
界
の
垣
根
越
え
た
対
応
を

◉
缶
用
途
の
長
所 

営
業
担
当
に
し
っ
か
り
と
説
明

◉
缶
特
有
の
素
晴
ら
し
さ
に
生
き
る
道
を

◉
こ
ま
め
な
情
報
発
信
で
缶
へ
の
意
識
改
革
を

◉
缶
造
り
は「
社
会
性
」 「
こ
だ
わ
り
」の
視
点
で

　

ブ
リ
キ
は
薄
鋼
板
に
0.4
ミ
ク
ロ
ン
の
非

常
に
薄
い
ス
ズ
が
め
っ
き
さ
れ
た
も
の
。

ト
タ
ン
は
ブ
リ
キ
よ
り
も
厚
い
20
ミ
ク
ロ

ン
の
亜
鉛
が
め
っ
き
さ
れ
た
も
の
。
ス
ズ

を
鉄
製
品
に
め
っ
き
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
12
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
。
先
に
造
っ
た

製
品
を
溶
け
た
ス
ズ
に
浸
け
る
「
後
め
っ

き
法
」
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
キ
起
源
の
定
説

は
な
い
が
、
1
3
4
0
年
頃
に
ド
イ
ツ
・

バ
イ
エ
ル
ン
地
方
で
始
ま
っ
た
ら
し
い
。

工
業
化
は
1
6
2
0
年
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

1
6
7
0
年
ブ
リ
キ
工
場
が
で
き
た
。
当

時
は
台
所
・
家
庭
用
品
、
と
く
に
漆
器
様

ジ
ャ
パ
ン
ニ
ン
グ
で
丸
皿
や
お
盆
な
ど
が

造
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
1
7
2
0
年

ブ
リ
キ
技
術
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
ぶ
り
き

の
「
安
く
て
、
軽
く
て
、
使
い
や
す
い
」

特
性
を
生
か
し
ポ
ッ
ト
、
ス
プ
ー
ン
、
皿
、

砂
糖
入
れ
、
チ
ー
ズ
お
ろ
し
器
、
ナ
ッ
ツ

チ
ョ
ッ
パ
ー
、
マ
グ
カ
ッ
プ
、
テ
ィ
ー
ポ

ッ
ト
、
照
明
器
具
、
ラ
ン
タ
ン
、
肩
章
・

帽
子
・
煙
草
・
装
身
具
等
を
入
れ
る
箱
物

な
ど
、
多
様
に
ブ
リ
キ
職
人
に
よ
っ
て
造

ら
れ
、
1
8
0
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
は
ブ

リ
キ
の
時
代
と
言
わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
で
は

18
世
紀
末
か
ら
ブ
リ
キ
お
も
ち
ゃ
が
造
ら

れ
、
19
世
紀
後
半
に
は
産
業
と
し
て
飛
躍

的
に
伸
び
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
1
8
3
8

年
に
ブ
リ
キ
お
も
ち
ゃ
会
社
が
で
き
、
19

世
紀
半
ば
か
ら
第
1
次
大
戦
ま
で
ブ
リ
キ

お
も
ち
ゃ
の
黄
金
時
代
。
日
本
で
は

1
0
0
年
位
遅
れ
て
明
治
7
年
に
造
ら
れ

た
が
、
産
業
と
し
て
発
達
し
た
の
は

1
9
5
0
年
代
中
頃
で
、
ア
メ
リ
カ
を
抜

き
世
界
王
者
に
な
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
セ
ル
ロ
イ
ド
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
駆
逐
さ
れ
た
。
缶
詰
は
1
8
0
4
年
に

フ
ラ
ン
ス
人
が
発
明
。
1
8
1
2
年
、
イ

ギ
リ
ス
に
最
初
の
ブ
リ
キ
缶
詰
工
場
が
で

き
た
。
同
時
期
に
ア
メ
リ
カ
で
も
造
ら
れ

始
め
、
1
8
6
1
年
に
始
ま
っ
た
南
北
戦

争
で
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
缶
詰
が
多
用
さ

れ
た
。
日
本
は
非
常
に
遅
く
1
8
7
6
年

に
官
営
石
狩
缶
詰
所
で
サ
ケ
缶
詰
が
造
ら

れ
た
。
石
油
缶
は
1
8
5
4
年
、
ア
メ
リ

カ
に
初
め
て
で
き
た
石
油
会
社
の
石
油
輸

送
用
に
使
用
さ
れ
た
。
今
は
殆
ど
が
テ
ィ

ン
フ
リ
ー
ス
チ
ー
ル
製
。
王
冠
は

1
8
9
2
年
に
ア
メ
リ
カ
で
発
明
さ
れ
、

日
本
で
は
1
9
0
0
年
に
最
初
日
本
酒
に

使
わ
れ
た
。
今
も
そ
の
形
状
が
変
わ
っ
て

い
な
い
〝
小
さ
な
大
発
明
品
〞。
紅
茶
缶

は
18
世
紀
半
ば
以
降
イ
ギ
リ
ス
で
使
わ
れ

た
。
茶
筒
は
1
8
6
1
年
京
都
で
最
初
に

造
ら
れ
た
。
ジ
ュ
ー
ス
缶
は
1
9
5
4
年

に
明
治
製
菓
が
初
め
て
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
缶
と
し
て
販
売
し
た
が
、
現
在
は
殆
ど

が
ア
ル
ミ
缶
。
ビ
ー
ル
缶
は
1
9
3
5
年

に
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
が
現
在
は
殆

ど
が
ア
ル
ミ
缶
。
コ
ー
ヒ
ー
缶
は
強
度
が

必
要
な
の
で
今
も
ブ
リ
キ
が
使
わ
れ
て
い

る
が
、
窒
素
充
填
法
が
開
発
さ
れ
て
ア
ル

ミ
缶
も
使
用
可
能
に
。
ス
チ
ー
ル
は
樹
脂

フ
ィ
ル
ム
ラ
ミ
ネ
ー
ト
鋼
板
ツ
ー
ピ
ー
ス

缶
で
対
抗
。
そ
の
他
の
ブ
リ
キ
用
途
に
軍

事
用
品
、エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
、乾
電
池
外
装
缶
、

煙
草
缶
、蚊
取
り
線
香
缶
、ブ
リ
キ
天
井
材
、

レ
コ
ー
ド
針
箱
、
筆
箱
な
ど
が
あ
る
。

　

今
後
は
「
ピ
ー
ス
缶
」「
ド
ロ
ッ
プ
缶
」

や
「
蚊
取
り
線
香
缶
」
の
よ
う
に
、
あ
る

品
物
が
即
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る

「
ブ
ラ
ン
ド
缶
」
を
開
発
す
る
こ
と
が
絶

対
必
要
。
ブ
リ
キ
か
ら
1
2
0
年
遅
れ
で

屋
根
材
と
し
て
開
発
さ
れ
た
ト
タ
ン
が
今

や
建
材
、
自
動
車
、
家
電
用
材
料
に
大
き

く
変
身
し
た
の
に
対
し
、
ブ
リ
キ
は
多
用

途
に
使
わ
れ
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
容

器
で
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
研
究
者
と
し

て
ブ
リ
キ
の
用
途
開
発
を
少
し
怠
っ
て
い

た
反
省
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
消
費
者
ニ

ー
ズ
を
新
し
い
視
点
で
掴
み
、
缶
製
造
の

た
め
の
加
工
技
術
を
新
し
い
も
の
に
変
え
、

そ
れ
に
相
応
し
い
新
し
い
材
料
を
鉄
鋼
メ

ー
カ
ー
に
開
発
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
、

消
費
者
、
一
般
缶
メ
ー
カ
ー
、
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
の
三
者
が
一
致
協
力
し
た
動
き
を
作

れ
ば
一
般
缶
や
ブ
リ
キ
の
新
用
途
が
広
が

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

■
基
調
講
演
要
旨

1941年福井県鯖江市生まれ。1967年北海道大学
大学院（修士）修了後、旧富士製鉄㈱入社。以後新
日本製鐵㈱で一貫して研究開発部門に勤務し、表面
処理研究部長、鉄鋼研究所長を歴任。1999年新日
本製鐵㈱退職、2004年㈱日鐵テクノリサーチ社長退
任・退職、現在に至る。工学博士。著書に『ブリキとトタ
ンとブリキ屋さん』『金筬および筬屋』（㈱ブイツーソ
リューション発行）他がある。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

加藤忠一氏
元新日本製鐵株式会社
（現新日鐵住金株式会社）
鉄鋼研究所長

かとう  ちゅういち

パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（青木氏）（新谷氏）（三橋氏）（田熊氏）

課題や将来像を語る4名のパネリスト
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「
ゲ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
」
を
成
功
さ
せ
て
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
だ
。
こ
れ
が

本
質
的
か
つ
構
造
的
に
コ
ス
ト
を
下
げ
る
早

道
だ
。
ゲ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
は
強
度
も
含
め
て

加
工
、
印
刷
段
階
で
問
題
も
あ
り
簡
単
に
は

進
め
な
い
が
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
と
し
て
サ
ポ

ー
ト
を
考
え
て
い
く
。
２
つ
目
は
変
化
す
る

消
費
者
志
向
を
見
極
め
る
こ
と
。
消
費
者
は

簡
単
に
捨
て
ら
れ
る
利
便
性
を
求
め
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
志
向
を
思
い
と
ど
ま

せ
る
に
は
「
捨
て
た
く
な
い
価
値
」
を
創
り

上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
家
庭
内
、
職
場
内

で
再
利
用
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
。
ま

た
消
費
者
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
を
理
解
さ

せ
、
さ
ら
に
は
安
価
な
缶
を
つ
ぶ
す
機
械
の

普
及
も
必
要
だ
。

今
後
、
一
般
缶
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

む
し
ろ
増
や
す
た
め
に
は
消
費
者
志
向
を
見

極
め
た
上
で
最
適
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

ど
う
作
っ
て
い
く
か
、素
材
メ
ー
カ
ー
、流
通
、

印
刷
、一
般
缶
メ
ー
カ
ー
、中
身
メ
ー
カ
ー
等
、

業
界
の
垣
根
を
越
え
た
対
応
が
今
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

広
浜　
一
般
消
費
者
の
視
点
か
ら
一
般
缶
に

対
す
る
ご
意
見
と
一
般
缶
の
良
さ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
方
法
や
ポ
イ
ン
ト
は
。

田
熊　
一
般
缶
に
は
①
リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等

生
、
再
商
品
化
率
の
高
さ
②
金
属
容
器
と
し

て
の
性
能
と
い
う
２
つ
の
良
さ
が
あ
る
が
、

そ
れ
が
一
般
消
費
者
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
と
る

人
は
ゴ
ミ
を
な
く
す
生
活
を
１
つ
の
テ
ー
マ

に
し
て
い
る
が
、「
缶
は
資
源
と
し
て
回
収

さ
れ
る
の
で
ゴ
ミ
で
は
な
い
か
ら
、
缶
を
捨

て
る
こ
と
は
ゴ
ミ
が
増
え
た
わ
け
で
は
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
缶
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
、
使

う
側
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
る
。
具
体
的
手

法
と
し
て
は
、
あ
る
テ
ー
マ
を
与
え
て
缶
の

商
品
企
画
や
デ
ザ
イ
ン
を
毎
年
、
定
期
的
に

公
募
し
、
そ
れ
を
商
品
化
す
る
。
こ
う
す
る

こ
と
で
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

応
募
さ
れ
た
作
品
は
蓄
積
さ
れ
て
缶
の
新
し

い
歴
史
と
し
て
残
り
、
少
し
ず
つ
缶
の
良
さ

が
伝
わ
っ
て
い
く
。

広
報
は
情
報
発
信
が
基
本
。
組
合
と
し
て
メ

デ
ィ
ア
の
皆
様
に
こ
ま
め
に
「
ニ
ュ
ー
ス
リ

リ
ー
ス
」「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
」
と
い
う
形

で
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
。
場
合
に
よ

っ
て
は
直
接
メ
デ
ィ
ア
に
訪
問
し
て
説
明
す

る
こ
と
も
必
要
。
他
に
は
メ
デ
ィ
ア
向
け
に

整
理
し
た
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
と
い
う
資

料
を
渡
す
方
法
も
あ
る
。ま
た
、年
１
〜
２
回
、

主
要
な
メ
デ
ィ
ア
の
方
々
と
勉
強
会
を
開
く

こ
と
も
い
い
。
情
報
を
こ
ま
め
に
継
続
し
て

出
し
て
い
く
こ
と
は
メ
デ
ィ
ア
を
動
か
す
こ

と
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
業
界
や
一
般
消

費
者
の
意
識
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
大
き

な
力
と
な
る
。

広
浜　
産
業
界
を
支
援
す
る
行
政
の
立
場
か

ら
一
般
缶
業
界
に
対
す
る
客
観
的
な
見
方
、

可
能
性
に
つ
い
て
。

青
木　
産
業
界
を
見
渡
す
と
最
終
製
品
の
形

態
が
変
わ
ら
な
い
と
成
長
よ
り
も
衰
退
の
流

れ
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
皆

様
は
金
属
に
対
す
る
プ
ロ
で
あ
り
、
一
般
缶

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
な
く
「
技
術
」
と
い

う
視
点
で
と
ら
え
る
と
１
つ
の
金
属
プ
レ
ス
、

つ
ま
り
金
属
を
自
由
に
曲
げ
る
技
術
を
培
っ

て
き
て
い
る
。
商
品
は
缶
に
な
っ
て
い
る
が

技
術
で
見
れ
ば
缶
で
な
く
て
も
い
い
。

当
課
で
は
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
を
行
っ
て

い
る
が
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
技
術
を
使
い
金

型
で
試
作
す
る
必
要
の
な
い
「
金
型
レ
ス
加

工
」
を
開
発
し
た
事
例
が
あ
る
。
コ
ス
ト
も

従
来
の
金
型
加
工
に
比
べ
１
〜
２
割
下
げ
た
。

こ
の
企
業
は
開
発
前
の
売
上
げ
が
数
億
円
か

ら
今
や
50
億
円
位
ま
で
伸
び
て
い
る
。
多
品

種
少
量
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
単
に
加

工
賃
だ
け
で
こ
れ
だ
け
の
需
要
が
あ
る
。
金

型
は
そ
の
過
程
に
お
い
て
「
技
術
の
塊
」
で

あ
る
の
で
基
盤
技
術
の
１
つ
に
な
っ
て
い
る
。

樹
脂
用
も
あ
れ
ば
金
属
用
も
あ
る
。
最
近
で

は
複
合
材
用
の
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

支
援
施
策
の
中
に
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド

育
成
支
援
事
業
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
複
数
の

中
小
企
業
が
連
携
し
て
優
れ
た
素
材
や
技
術

を
生
か
し
て
海
外
市
場
に
活
路
を
見
出
し
て

い
く
こ
と
に
対
す
る
支
援
で
あ
る
。
２
年
程

前
、
あ
る
中
堅
企
業
が
中
国
企
業
に
買
収
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
技
術
流
出
に
危
機

感
を
持
っ
た
金
型
業
界
か
ら
、
殆
ど
日
本
で

し
か
造
れ
な
い
「
順
送
金
型
」
な
ど
の
特
殊

技
術
を
も
っ
て
欧
州
へ
進
出
し
た
い
と
の
相

談
を
受
け
た
。
採
択
を
受
け
た
１
年
目
に
海

外
市
場
調
査
を
行
い
、
金
型
の
種
類
を
絞
り

込
む
な
ど
し
て
現
在
３
年
目
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
一
般
缶
業

界
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後

攻
め
る
べ
き
新
た
な
市
場
に
つ
い
て
は
、
安

倍
政
権
が
打
ち
出
し
た
「
日
本
再
興
戦
略
」

の
中
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
缶

と
い
う
金
属
の
加
工
技
術
を
生
か
し
て
、
例

え
ば
「
成
長
戦
略
」
で
言
わ
れ
て
い
る
医
療

分
野
で
は
、
雑
菌
を
嫌
い
食
品
よ
り
も
厳
し

い
衛
生
管
理
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
対
応
し

て
、
完
全
密
封
型
で
開
閉
が
簡
単
な
「
輸
送

用
容
器
」
の
開
発
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

医
療
機
器
を
常
に
守
る
た
め
の
「
容
器
」
も

医
療
分
野
に
入
っ
て
く
る
。
そ
の
実
現
に
は

高
い
技
術
力
が
必
要
だ
が
、
除
菌
や
有
害
物

質
の
除
去
な
ど
素
材
メ
ー
カ
ー
側
の
開
発
支

パネリスト略歴
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●青木 宏（あおき ひろし）氏
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スチール缶リサイクル協会実行委員長も務める。

●三橋直人（みはし なおと）氏
菓子食品新聞株式会社取締役編集長
1947年山梨県甲府生まれ。1971年法政大学
社会学部卒。1974年東京タイムズ入社、編集
部勤務。国会、官公庁、首都圏、運動部など担
当。1995年株式会社菓子食品新報社（現菓子
食品新聞株式会社）入社。菓子メーカー、卸、小
売など担当を経て現職。

●田熊秀美（たぐま ひでみ）氏
株式会社デミパブリックリレーションズ取締役
埼玉県生まれ。法政大学卒。東京都港区在住。
環境と食に関する事業を行う企業に入社、1997
年から広報担当としてメディアへの情報発信業
務を担当する。経営コンサルティング会社を経て、
2002年より現職。幅広いメディアとのつながりを
活かし企業や団体のメディアリレーションズをサ
ポート。PRプランナー。

●広浜泰久（ひろはま やすひさ）
東日本一般缶工業協同組合副理事長
1951年東京都生まれ。1974年慶應義塾大学
経済学部卒。1993年5月東日本一般缶工業協
同組合理事、2003年5月より現職。現在、株式会
社ヒロハマ代表取締役会長、全日本一般缶工業
団体連合会理事、全日本一般缶ＰＲ活動推進協
議会委員長、中小企業家同友会全国協議会幹
事長を務める。

援
も
欠
か
せ
な
い
。
中
小
企
業
の
場
合
、
１

社
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
グ

ル
ー
プ
を
組
ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。

〈
質
疑
応
答
〉

Ｑ　

年
々
空
缶
の
輸
入
が
増
加
し
て
い
る
。

主
な
原
因
は
内
外
価
格
差
と
思
う
が
、
そ
の

主
因
は
人
件
費
よ
り
も
ガ
ス
、
電
気
、
石
油

な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
だ
。
こ
の
問
題
で

国
は
何
ら
か
の
施
策
を
講
じ
て
い
る
か
。（
金

属
印
刷
業
界
）

Ａ　

材
料
コ
ス
ト
上
昇
の
大
半
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
だ
。
日
本
は
資
源
輸
入
国
ゆ
え
コ

ス
ト
に
大
き
く
響
く
の
は
や
む
を
得
な
い
。

国
と
し
て
価
格
高
騰
を
極
力
抑
え
る
仕
組
み

や
外
交
政
策
上
の
問
題
、
税
制
の
見
直
し
を

含
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
。（
青
木
課
長
）

Ｑ　

三
橋
編
集
長
が
指
摘
さ
れ
た
「
菓
子
メ

ー
カ
ー
で
考
え
て
い
る
容
器
の
イ
メ
ー
ジ
と

缶
メ
ー
カ
ー
の
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
部
分
と

が
乖
離
し
て
い
る
」
と
い
う
点
を
詳
し
く
話

し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

缶
メ
ー
カ
ー
が
ア
ピ
ー
ル
す
る
長
所
や

特
徴
が
菓
子
メ
ー
カ
ー
に
と
り
有
効
な
は
ず

な
の
に
材
料
担
当
や
営
業
部
長
が
こ
の
こ
と

を
理
解
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
用
途

の
部
分
で
し
っ
か
り
と
し
た
説
明
が
必
要
。

ま
た
ギ
フ
ト
関
係
で
は
、
小
売
側
は
店
頭
で

商
品
の
露
出
度
を
高
く
し
て
消
費
者
に
そ
の

価
値
を
見
せ
よ
う
と
す
る
が
、
大
き
な
缶
に

な
る
と
場
所
を
取
ら
れ
て
困
る
こ
と
に
な
る
。

（
三
橋
編
集
長
）

広
浜　

最
後
に
一
般
缶
業
界
に
期
待
す
る
こ

と
は
。

三
橋　
贈
答
用
で
は
、
缶
入
り
は
３
〜
５
千

円
が
中
心
。
一
番
の
売
れ
筋
は
手
土
産
用
の

千
円
菓
子
。
だ
か
ら
缶
入
り
の
需
要
は
少
な

い
。
老
舗
メ
ー
カ
ー
以
外
で
は
缶
の
需
要
は

限
り
な
く
無
く
な
る
だ
ろ
と
あ
る
大
手
メ
ー

カ
ー
社
長
は
言
う
。
消
費
者
が
ア
フ
タ
ー
ユ

ー
ス
の
た
め
に
缶
入
り
商
品
を
買
う
と
い
う

の
に
疑
問
を
感
じ
る
。
書
類
入
れ
や
ペ
ン
ケ

ー
ス
に
利
用
す
る
話
が
あ
る
が
今
で
は
１
０

０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
買
え
る
時
代
。
だ
か
ら
ア

フ
タ
ー
ユ
ー
ス
を
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ポ
イ
ン
ト

に
置
か
な
い
方
が
い
い
。
む
し
ろ
ブ
リ
キ
の

光
沢
の
良
さ
を
生
か
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
用
品

に
使
っ
た
ら
ど
う
か
。

菓
子
缶
が
一
番
売
れ
て
い
る
の
は
デ
ィ
ズ
ニ

ー
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
付
き
で
記
念
に
な
る
か

ら
だ
。
こ
こ
ら
あ
た
り
に
ヒ
ン
ト
が
あ
り
そ

う
。
今
ま
で
の
固
定
概
念
を
捨
て
て
缶
本
来

の
持
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
さ
を
全
面
に
出
し

て
い
く
と
こ
ろ
に
生
き
る
道
が
あ
る
と
思
う
。

新
谷　
ゲ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
等
々
の
課
題
解
決
に
は
、
今
や
一
企
業
の

枠
を
超
え
た
対
応
が
必
要
な
時
代
に
来
て
い

る
。
す
べ
て
の
組
合
員
が
結
集
し
て
知
恵
を

絞
れ
ば
、
も
の
す
ご
い
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

て
く
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
力
を
合
わ
せ
て

厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て
欲
し
い
。

田
熊　
こ
れ
か
ら
は
缶
を
使
う
ス
ト
ー
リ
ー

作
り
が
大
事
。
１
つ
は
「
社
会
性
」
の
視
点

が
あ
る
こ
と
。
人
に
役
立
つ
要
素
が
ベ
ー
ス

に
な
っ
て
、
そ
こ
に
美
味
し
い
お
菓
子
や
お

し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
や
り

方
だ
。
近
頃
「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
」
を
う
た

っ
た
商
品
が
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
リ
サ

イ
ク
ル
品
で
あ
る
が
機
能
性
を
高
め
、
よ
り

お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
値
段
も
あ
え

て
高
く
し
て
販
売
し
て
い
く
も
の
だ
が
、
こ

う
し
た
視
点
で
缶
商
品
を
企
画
す
る
の
も
い

い
の
で
は
。
２
つ
目
は
「
こ
だ
わ
り
」
の
視

点
が
あ
る
こ
と
。
他
素
材
に
比
べ
コ
ス
ト
が

か
か
っ
て
も
あ
え
て
缶
を
使
い
、
そ
の
缶
が

企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
に
か
け
る
思
い
や
将
来
の

夢
を
形
づ
く
る
。
缶
は
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
重

み
な
ど
を
伝
え
や
す
く
す
る
一
面
が
あ
る

の
で
。

青
木　
組
合
主
導
で
異
分
野
の
方
々
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
活
動
に
期
待
す
る
。
伝
統
的
工
芸

品
の
桐
タ
ン
ス
業
界
の
事
例
だ
が
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
製
作
現
場
で
見
た
技
術
を
ヒ
ン
ト
に

提
案
し
て
造
ら
れ
た
桐
の
椅
子
が
あ
る
。
業

界
側
か
ら
す
る
と
桐
は
強
度
が
な
い
の
で
椅

子
に
は
向
か
な
い
と
思
っ
た
が
、
こ
れ
を
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
工
夫
で
強
度
を
持
た
せ
た
椅
子

に
作
り
上
げ
た
。
新
し
い
風
合
い
の
あ
る
こ
の

商
品
に
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
が
目
を
付
け
た
そ

う
だ
。
異
分
野
と
の
連
携
は
違
っ
た
目
線
や

尺
度
で
新
し
い
発
想
を
生
み
出
す
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
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「
ゲ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
」
を
成
功
さ
せ
て
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
だ
。
こ
れ
が

本
質
的
か
つ
構
造
的
に
コ
ス
ト
を
下
げ
る
早

道
だ
。
ゲ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
は
強
度
も
含
め
て

加
工
、
印
刷
段
階
で
問
題
も
あ
り
簡
単
に
は

進
め
な
い
が
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
と
し
て
サ
ポ

ー
ト
を
考
え
て
い
く
。
２
つ
目
は
変
化
す
る

消
費
者
志
向
を
見
極
め
る
こ
と
。
消
費
者
は

簡
単
に
捨
て
ら
れ
る
利
便
性
を
求
め
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
志
向
を
思
い
と
ど
ま

せ
る
に
は
「
捨
て
た
く
な
い
価
値
」
を
創
り

上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
家
庭
内
、
職
場
内

で
再
利
用
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
。
ま

た
消
費
者
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
を
理
解
さ

せ
、
さ
ら
に
は
安
価
な
缶
を
つ
ぶ
す
機
械
の

普
及
も
必
要
だ
。

今
後
、
一
般
缶
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

む
し
ろ
増
や
す
た
め
に
は
消
費
者
志
向
を
見

極
め
た
上
で
最
適
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

ど
う
作
っ
て
い
く
か
、素
材
メ
ー
カ
ー
、流
通
、

印
刷
、一
般
缶
メ
ー
カ
ー
、中
身
メ
ー
カ
ー
等
、

業
界
の
垣
根
を
越
え
た
対
応
が
今
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

広
浜　
一
般
消
費
者
の
視
点
か
ら
一
般
缶
に

対
す
る
ご
意
見
と
一
般
缶
の
良
さ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
方
法
や
ポ
イ
ン
ト
は
。

田
熊　
一
般
缶
に
は
①
リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等

生
、
再
商
品
化
率
の
高
さ
②
金
属
容
器
と
し

て
の
性
能
と
い
う
２
つ
の
良
さ
が
あ
る
が
、

そ
れ
が
一
般
消
費
者
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
と
る

人
は
ゴ
ミ
を
な
く
す
生
活
を
１
つ
の
テ
ー
マ

に
し
て
い
る
が
、「
缶
は
資
源
と
し
て
回
収

さ
れ
る
の
で
ゴ
ミ
で
は
な
い
か
ら
、
缶
を
捨

て
る
こ
と
は
ゴ
ミ
が
増
え
た
わ
け
で
は
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
缶
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
、
使

う
側
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
る
。
具
体
的
手

法
と
し
て
は
、
あ
る
テ
ー
マ
を
与
え
て
缶
の

商
品
企
画
や
デ
ザ
イ
ン
を
毎
年
、
定
期
的
に

公
募
し
、
そ
れ
を
商
品
化
す
る
。
こ
う
す
る

こ
と
で
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

応
募
さ
れ
た
作
品
は
蓄
積
さ
れ
て
缶
の
新
し

い
歴
史
と
し
て
残
り
、
少
し
ず
つ
缶
の
良
さ

が
伝
わ
っ
て
い
く
。

広
報
は
情
報
発
信
が
基
本
。
組
合
と
し
て
メ

デ
ィ
ア
の
皆
様
に
こ
ま
め
に
「
ニ
ュ
ー
ス
リ

リ
ー
ス
」「
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
」
と
い
う
形

で
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
。
場
合
に
よ

っ
て
は
直
接
メ
デ
ィ
ア
に
訪
問
し
て
説
明
す

る
こ
と
も
必
要
。
他
に
は
メ
デ
ィ
ア
向
け
に

整
理
し
た
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
と
い
う
資

料
を
渡
す
方
法
も
あ
る
。ま
た
、年
１
〜
２
回
、

主
要
な
メ
デ
ィ
ア
の
方
々
と
勉
強
会
を
開
く

こ
と
も
い
い
。
情
報
を
こ
ま
め
に
継
続
し
て

出
し
て
い
く
こ
と
は
メ
デ
ィ
ア
を
動
か
す
こ

と
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
業
界
や
一
般
消

費
者
の
意
識
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
大
き

な
力
と
な
る
。

広
浜　
産
業
界
を
支
援
す
る
行
政
の
立
場
か

ら
一
般
缶
業
界
に
対
す
る
客
観
的
な
見
方
、

可
能
性
に
つ
い
て
。

青
木　
産
業
界
を
見
渡
す
と
最
終
製
品
の
形

態
が
変
わ
ら
な
い
と
成
長
よ
り
も
衰
退
の
流

れ
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
皆

様
は
金
属
に
対
す
る
プ
ロ
で
あ
り
、
一
般
缶

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
な
く
「
技
術
」
と
い

う
視
点
で
と
ら
え
る
と
１
つ
の
金
属
プ
レ
ス
、

つ
ま
り
金
属
を
自
由
に
曲
げ
る
技
術
を
培
っ

て
き
て
い
る
。
商
品
は
缶
に
な
っ
て
い
る
が

技
術
で
見
れ
ば
缶
で
な
く
て
も
い
い
。

当
課
で
は
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
を
行
っ
て

い
る
が
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
技
術
を
使
い
金

型
で
試
作
す
る
必
要
の
な
い
「
金
型
レ
ス
加

工
」
を
開
発
し
た
事
例
が
あ
る
。
コ
ス
ト
も

従
来
の
金
型
加
工
に
比
べ
１
〜
２
割
下
げ
た
。

こ
の
企
業
は
開
発
前
の
売
上
げ
が
数
億
円
か

ら
今
や
50
億
円
位
ま
で
伸
び
て
い
る
。
多
品

種
少
量
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
単
に
加

工
賃
だ
け
で
こ
れ
だ
け
の
需
要
が
あ
る
。
金

型
は
そ
の
過
程
に
お
い
て
「
技
術
の
塊
」
で

あ
る
の
で
基
盤
技
術
の
１
つ
に
な
っ
て
い
る
。

樹
脂
用
も
あ
れ
ば
金
属
用
も
あ
る
。
最
近
で

は
複
合
材
用
の
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

支
援
施
策
の
中
に
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド

育
成
支
援
事
業
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
複
数
の

中
小
企
業
が
連
携
し
て
優
れ
た
素
材
や
技
術

を
生
か
し
て
海
外
市
場
に
活
路
を
見
出
し
て

い
く
こ
と
に
対
す
る
支
援
で
あ
る
。
２
年
程

前
、
あ
る
中
堅
企
業
が
中
国
企
業
に
買
収
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
技
術
流
出
に
危
機

感
を
持
っ
た
金
型
業
界
か
ら
、
殆
ど
日
本
で

し
か
造
れ
な
い
「
順
送
金
型
」
な
ど
の
特
殊

技
術
を
も
っ
て
欧
州
へ
進
出
し
た
い
と
の
相

談
を
受
け
た
。
採
択
を
受
け
た
１
年
目
に
海

外
市
場
調
査
を
行
い
、
金
型
の
種
類
を
絞
り

込
む
な
ど
し
て
現
在
３
年
目
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
一
般
缶
業

界
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後

攻
め
る
べ
き
新
た
な
市
場
に
つ
い
て
は
、
安

倍
政
権
が
打
ち
出
し
た
「
日
本
再
興
戦
略
」

の
中
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
缶

と
い
う
金
属
の
加
工
技
術
を
生
か
し
て
、
例

え
ば
「
成
長
戦
略
」
で
言
わ
れ
て
い
る
医
療

分
野
で
は
、
雑
菌
を
嫌
い
食
品
よ
り
も
厳
し

い
衛
生
管
理
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
対
応
し

て
、
完
全
密
封
型
で
開
閉
が
簡
単
な
「
輸
送

用
容
器
」
の
開
発
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

医
療
機
器
を
常
に
守
る
た
め
の
「
容
器
」
も

医
療
分
野
に
入
っ
て
く
る
。
そ
の
実
現
に
は

高
い
技
術
力
が
必
要
だ
が
、
除
菌
や
有
害
物

質
の
除
去
な
ど
素
材
メ
ー
カ
ー
側
の
開
発
支

パネリスト略歴

コーディネーター

●青木 宏（あおき ひろし）氏
経済産業省 関東経済産業局 産業部 製造産
業課長
1960年神奈川県生まれ。1983年神奈川大学
工学部卒。同年4月東京通商産業局（現関東経
済産業局）入局。2000年新エネルギー・産業技
術総合開発機構出向、2003年関東経済産業局
地域経済部地域振興課課長補佐、2005年同
局地域経済部地域経済課課長補佐、2006年
同局産業部経営支援課長、2009年同局地域
経済部地域振興課長を経て2012年より現職。

●新谷泰久（しんたに やすひさ）氏
新日鐵住金株式会社ブリキ営業部ブリキ国内室長
1967年広島県生まれ。1990年京都大学文学
部卒。同年4月新日本製鐵株式会社入社、名古
屋製鐵所工程業務部に配属。以降、本社輸出
部、君津製鐵所生産業務部、本社自動車鋼板営
業部、名古屋製鐵所工程業務部、名古屋支店自
動車鋼材営業を経て、現職。現職着任と同時に
スチール缶リサイクル協会実行委員長も務める。

●三橋直人（みはし なおと）氏
菓子食品新聞株式会社取締役編集長
1947年山梨県甲府生まれ。1971年法政大学
社会学部卒。1974年東京タイムズ入社、編集
部勤務。国会、官公庁、首都圏、運動部など担
当。1995年株式会社菓子食品新報社（現菓子
食品新聞株式会社）入社。菓子メーカー、卸、小
売など担当を経て現職。

●田熊秀美（たぐま ひでみ）氏
株式会社デミパブリックリレーションズ取締役
埼玉県生まれ。法政大学卒。東京都港区在住。
環境と食に関する事業を行う企業に入社、1997
年から広報担当としてメディアへの情報発信業
務を担当する。経営コンサルティング会社を経て、
2002年より現職。幅広いメディアとのつながりを
活かし企業や団体のメディアリレーションズをサ
ポート。PRプランナー。

●広浜泰久（ひろはま やすひさ）
東日本一般缶工業協同組合副理事長
1951年東京都生まれ。1974年慶應義塾大学
経済学部卒。1993年5月東日本一般缶工業協
同組合理事、2003年5月より現職。現在、株式会
社ヒロハマ代表取締役会長、全日本一般缶工業
団体連合会理事、全日本一般缶ＰＲ活動推進協
議会委員長、中小企業家同友会全国協議会幹
事長を務める。

援
も
欠
か
せ
な
い
。
中
小
企
業
の
場
合
、
１

社
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
グ

ル
ー
プ
を
組
ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。

〈
質
疑
応
答
〉

Ｑ　

年
々
空
缶
の
輸
入
が
増
加
し
て
い
る
。

主
な
原
因
は
内
外
価
格
差
と
思
う
が
、
そ
の

主
因
は
人
件
費
よ
り
も
ガ
ス
、
電
気
、
石
油

な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
だ
。
こ
の
問
題
で

国
は
何
ら
か
の
施
策
を
講
じ
て
い
る
か
。（
金

属
印
刷
業
界
）

Ａ　

材
料
コ
ス
ト
上
昇
の
大
半
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
だ
。
日
本
は
資
源
輸
入
国
ゆ
え
コ

ス
ト
に
大
き
く
響
く
の
は
や
む
を
得
な
い
。

国
と
し
て
価
格
高
騰
を
極
力
抑
え
る
仕
組
み

や
外
交
政
策
上
の
問
題
、
税
制
の
見
直
し
を

含
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
。（
青
木
課
長
）

Ｑ　

三
橋
編
集
長
が
指
摘
さ
れ
た
「
菓
子
メ

ー
カ
ー
で
考
え
て
い
る
容
器
の
イ
メ
ー
ジ
と

缶
メ
ー
カ
ー
の
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
部
分
と

が
乖
離
し
て
い
る
」
と
い
う
点
を
詳
し
く
話

し
て
ほ
し
い
。（
一
般
缶
メ
ー
カ
ー
）

Ａ　

缶
メ
ー
カ
ー
が
ア
ピ
ー
ル
す
る
長
所
や

特
徴
が
菓
子
メ
ー
カ
ー
に
と
り
有
効
な
は
ず

な
の
に
材
料
担
当
や
営
業
部
長
が
こ
の
こ
と

を
理
解
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
用
途

の
部
分
で
し
っ
か
り
と
し
た
説
明
が
必
要
。

ま
た
ギ
フ
ト
関
係
で
は
、
小
売
側
は
店
頭
で

商
品
の
露
出
度
を
高
く
し
て
消
費
者
に
そ
の

価
値
を
見
せ
よ
う
と
す
る
が
、
大
き
な
缶
に

な
る
と
場
所
を
取
ら
れ
て
困
る
こ
と
に
な
る
。

（
三
橋
編
集
長
）

広
浜　

最
後
に
一
般
缶
業
界
に
期
待
す
る
こ

と
は
。

三
橋　
贈
答
用
で
は
、
缶
入
り
は
３
〜
５
千

円
が
中
心
。
一
番
の
売
れ
筋
は
手
土
産
用
の

千
円
菓
子
。
だ
か
ら
缶
入
り
の
需
要
は
少
な

い
。
老
舗
メ
ー
カ
ー
以
外
で
は
缶
の
需
要
は

限
り
な
く
無
く
な
る
だ
ろ
と
あ
る
大
手
メ
ー

カ
ー
社
長
は
言
う
。
消
費
者
が
ア
フ
タ
ー
ユ

ー
ス
の
た
め
に
缶
入
り
商
品
を
買
う
と
い
う

の
に
疑
問
を
感
じ
る
。
書
類
入
れ
や
ペ
ン
ケ

ー
ス
に
利
用
す
る
話
が
あ
る
が
今
で
は
１
０

０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
買
え
る
時
代
。
だ
か
ら
ア

フ
タ
ー
ユ
ー
ス
を
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ポ
イ
ン
ト

に
置
か
な
い
方
が
い
い
。
む
し
ろ
ブ
リ
キ
の

光
沢
の
良
さ
を
生
か
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
用
品

に
使
っ
た
ら
ど
う
か
。

菓
子
缶
が
一
番
売
れ
て
い
る
の
は
デ
ィ
ズ
ニ

ー
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
付
き
で
記
念
に
な
る
か

ら
だ
。
こ
こ
ら
あ
た
り
に
ヒ
ン
ト
が
あ
り
そ

う
。
今
ま
で
の
固
定
概
念
を
捨
て
て
缶
本
来

の
持
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
さ
を
全
面
に
出
し

て
い
く
と
こ
ろ
に
生
き
る
道
が
あ
る
と
思
う
。

新
谷　
ゲ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
等
々
の
課
題
解
決
に
は
、
今
や
一
企
業
の

枠
を
超
え
た
対
応
が
必
要
な
時
代
に
来
て
い

る
。
す
べ
て
の
組
合
員
が
結
集
し
て
知
恵
を

絞
れ
ば
、
も
の
す
ご
い
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

て
く
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
力
を
合
わ
せ
て

厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て
欲
し
い
。

田
熊　
こ
れ
か
ら
は
缶
を
使
う
ス
ト
ー
リ
ー

作
り
が
大
事
。
１
つ
は
「
社
会
性
」
の
視
点

が
あ
る
こ
と
。
人
に
役
立
つ
要
素
が
ベ
ー
ス

に
な
っ
て
、
そ
こ
に
美
味
し
い
お
菓
子
や
お

し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
や
り

方
だ
。
近
頃
「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
」
を
う
た

っ
た
商
品
が
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
リ
サ

イ
ク
ル
品
で
あ
る
が
機
能
性
を
高
め
、
よ
り

お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
値
段
も
あ
え

て
高
く
し
て
販
売
し
て
い
く
も
の
だ
が
、
こ

う
し
た
視
点
で
缶
商
品
を
企
画
す
る
の
も
い

い
の
で
は
。
２
つ
目
は
「
こ
だ
わ
り
」
の
視

点
が
あ
る
こ
と
。
他
素
材
に
比
べ
コ
ス
ト
が

か
か
っ
て
も
あ
え
て
缶
を
使
い
、
そ
の
缶
が

企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
に
か
け
る
思
い
や
将
来
の

夢
を
形
づ
く
る
。
缶
は
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
重

み
な
ど
を
伝
え
や
す
く
す
る
一
面
が
あ
る

の
で
。

青
木　
組
合
主
導
で
異
分
野
の
方
々
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
活
動
に
期
待
す
る
。
伝
統
的
工
芸

品
の
桐
タ
ン
ス
業
界
の
事
例
だ
が
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
製
作
現
場
で
見
た
技
術
を
ヒ
ン
ト
に

提
案
し
て
造
ら
れ
た
桐
の
椅
子
が
あ
る
。
業

界
側
か
ら
す
る
と
桐
は
強
度
が
な
い
の
で
椅

子
に
は
向
か
な
い
と
思
っ
た
が
、
こ
れ
を
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
工
夫
で
強
度
を
持
た
せ
た
椅
子

に
作
り
上
げ
た
。
新
し
い
風
合
い
の
あ
る
こ
の

商
品
に
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
が
目
を
付
け
た
そ

う
だ
。
異
分
野
と
の
連
携
は
違
っ
た
目
線
や

尺
度
で
新
し
い
発
想
を
生
み
出
す
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
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平
成
25
年
5
月
24
日
、
一
般
缶
缶
友
会
主
催
の

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社
下
松
事
業
所
工
場
見
学
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

総
勢
19
社
22
名
が
参
加
し
、
広
島
空
港
よ
り
バ

ス
で
工
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

海
に
面
し
た
53
万
㎡
と
い
う
広
大
な
土
地
の
一

角
に
あ
る
事
務
所
会
議
室
に
て
、
ご
挨
拶
、
東
洋

鋼
鈑
㈱
様
の
ビ
デ
オ
説
明
、
下
松
事
業
所
の
概
要

説
明
が
あ
っ
た
後
、
工
場
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

　

工
場
で
は
、
冷
間
圧
延
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ・焼
鈍
、

調
質
圧
延
・
極
薄
圧
延
、
表
面
処
理
加
工
の
工
程

を
見
学
し
ま
し
た
。
各
工
程
に
て
、
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
方
が
詳
し
く
説
明
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
イ
メ
ー
ジ
に
具
体
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

特
に
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
見
学
す
る
の
が

初
め
て
で
あ
っ
た
た
め
、
鋼
板
に
樹
脂
ラ
ミ
ネ
ー

ト
が
一
瞬
に
そ
し
て
連
続
的
に
付
着
す
る
様
子
は

驚
愕
と
衝
撃
で
し
た
。
普
段
、
金
属
印
刷
に
慣
れ

て
い
る
自
分
に
と
っ
て
危
機
感
さ
え
感
じ
る
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
鋼
板
を
生
産
す
る

上
で
表
面
に
欠
陥
が
生
じ
た
場
合
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
制
御
に
よ
り
欠
陥
部
分
に
マ
ー
キ
ン
グ
が
な
さ

れ
、
製
缶
工
程
に
て
リ
ジ
ェ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
た
め
、
常
に
連
続
的
に
処
理
加
工
が
で

き
る
と
の
こ
と
で
東
洋
鋼
鈑
㈱
様
の
高
い
技
術
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

エ
イ
コ
ー
㈱　

大
野
宏
晃

　

そ
し
て
、
工
場
内
を
移
動
す
る
最
中
に
も
、
東

洋
鋼
鈑
㈱
様
独
自
の
技
術
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
銀
鏡
メ
ッ
キ
金
属
板
（
ミ
ラ
ー
コ
ー

ト
K
）
と
い
う
も
の
で
、
自
社
技
術
を
用
い
て
金

属
板
に
銀
メ
ッ
キ
処
理
す
る
こ
と
で
高
い
反
射
率

（
反
射
率
95
％
）
を
持
つ
製
品
を
作
り
出
し
、
自

然
光
（
太
陽
光
）
で
人
工

照
明
に
負
け
な
い
程
の
明

る
さ
を
生
み
出
し
て
い
ま

し
た
。
環
境
に
配
慮
し
た

エ
コ
な
照
明
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
人
工
照
明
に
は

な
い
柔
ら
か
い
光
に
感
じ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
事
務
所
会
議

室
に
て
質
疑
応
答
を
行
い
、

工
場
見
学
を
終
了
致
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
工
場
見
学
を
通

じ
て
1
9
3
4
年
創
業
以

来
ブ
リ
キ
メ
ー
カ
ー
と
し

て
先
頭
を
走
り
続
け
て
い

る
東
洋
鋼
鈑
㈱
を
訪
問
し
、

工
場
見
学
で
き
た
こ
と
で

「
鉄
」
が
持
つ
無
限
の
可

能
性“

Beyond Steel”

B
eyond Steel

の
可
能
性
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一般缶缶友会
工場見学
レポート

「
東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社
下
松
事
業
所　

工
場
見
学
を
終
え
て
」

工場見学に参加された皆さん

受賞者の皆さん

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

鉄
鋼
業
界
に
携
わ
る
人
間
と
し
て
、

新
た
な
考
え
や
思
い
を
喚
起
す
る
機

会
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
場
所
で
し

た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機

会
を
設
け
て
頂
い
た
東
洋
鋼
鈑
㈱
様

の
方
々
、
並
び
に
企
画
し
て
頂
い
た

幹
事
・
ご
手
配
し
て
下
さ
っ
た
方
々

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
最
上
裕
光
運
営
委
員
長

の
司
会
で
進
行
。
志
賀
正
人
副
理
事

長
の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
挨
拶
に

立
っ
た
定
村
光
理
事
長
は
、「
１
９

６
４
年
に
誕
生
し
た
東
海
道
新
幹
線

の
開
業
に
至
る
ま
で
に
は
大
反
対
論

が
渦
巻
い
て
い
た
と
い
う
。
当
時
鉄

道
が
斜
陽
産
業
に
入
っ
て
い
た
中
で
、

先
人
達
は
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え

画
期
的
な
技
術
を
導
入
し
、
世
界
に

通
用
す
る
「
シ
ス
テ
ム
の
鉄
道
」
を

作
り
上
げ
た
。
こ
の
よ
う
に
新
技
術

や
革
新
は
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
育

つ
も
の
で
は
な
い
。
一
般
缶
業
界
は

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
面
で
は
ハ
ン

デ
を
持
つ
中
小
企
業
の
集
ま
り
で
あ

り
、
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る

が
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
製

缶
に
対
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ

ず
に
立
ち
向
か
っ
て
欲
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　

受
賞
者
代
表
と
し
て
金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会

社
の　

桂
景
製
造
部
主
任
が
同
理
事
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
の
授
与
を
受
け
、
株
式
会
社
川
口
製

缶
の
岩
崎
正
製
造
部
長
が
「
本
日
の
受
賞
を
機
に

こ
の
表
彰
を
誇
り
と
し
、
ま
た
励
み
と
し
て
更
な

る
精
進
を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
関
東
経
済
産
業
局
の
窪
木
課
長
補
佐
、

東
京
中
央
会
の
橋
北
主
幹
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

司
会
者
よ
り
祝
電
が
披
露
さ
れ
、
広
浜
泰
久
副

理
事
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
記
念
撮
影
の
の
ち

表
彰
式
は
終
了
し
た
。そ
の
後
は
明
治
座
公
演「
か

た
き
同
志
」
を
楽
し
ん
だ
。

　

今
回
、
受
賞
の
方
々
に
感
想
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

数
々
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

▼
感
激
の
極
み
で
、
会
社
に
長
く
お
世
話
に
な
る

　

喜
び
と
感
謝
を
改
め
て
実
感
し
た
。

▼
会
社
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

　

た
い
。

▼
自
己
努
力
が
報
わ
れ
感
慨
深
い
。
今
回
の
受
賞

　

を
自
信
に
つ
な
げ
、
ま
た
他
の
模
範
と
な
る
勤

　

務
姿
勢
を
貫
き
た
い
。

▼
他
社
の
方
々
と
も
交
流
が
で
き
て
有
意
義
だ
っ

　

た
。
業
界
と
会
社
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
き

　

た
い
。

▼
大
変
名
誉
な
受
賞
で
一
生
の
記
念
に
な
っ
た
。

▼
家
族
共
々
、
非
常
に
喜
ん
で
お
り
、
今
後
の
業 一般缶商品購入キャンペーン実施中

全日本一般缶工業団体連合会全日本一般缶工業団体連合会

「
名
誉
な
受
賞
で
感
謝
の
極
み
」「
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
精
進
し
た
い
」

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
25
年
２
月
22
日
、
東
京
・
中
央
区
の
明
治
座
菊

の
間
で
第
33
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

来
賓
と
し
て
関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
製
造
産
業
課
の
窪
木
健
二
課
長
補
佐
と
東
京

都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
橋
北
隆
主
幹
が
出
席
し
、
組
合
員
各
社
か
ら
推
薦
さ
れ

た
優
良
従
業
員
15
名
を
表
彰
し
た
。

第 

33 

回 

優 

良 

従 

業 

員 

表 

彰 

式

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

受
賞
者
の
声

　

こ
の
た
び
当
連
合
会
で
は
、Ｐ
Ｒ
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
良
い
製
品
、
造
る
喜
び
、
届
け
る
誇
り
」
を
業
界
内

外
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
業
界
初
と
な
る
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
ポ

ス
タ
ー
を
製
作
し
ま
し
た
。

　全日本一般缶工業
団体連合会は平成
24年12月から「もっと
使おう、贈り物もイッパ
ンカン」を合い言葉に
一般缶商品購入キャ
ンペーンを実施中です。
春夏秋冬、色々なシー
ンで贈り物を選ぶ機会
はたくさんあります。そ
の際にはぜひ缶入り
商品をお選びください。

業
界
初
、Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
製
作
！

表彰状を受け取る受賞者の方々

　

務
の
励
み
に
し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
。

▼
思
い
が
け
な
い
受
賞
に
驚
い
て
い
る
。
自
分
に

　

と
り
貴
重
な
経
験
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
。

▼
初
め
て
の
経
験
で
緊
張
し
た
が
、
楽
し
い
時
間

　

が
過
ご
せ
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
働
い
て
い

　

き
た
い
。
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平
成
25
年
5
月
24
日
、
一
般
缶
缶
友
会
主
催
の

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社
下
松
事
業
所
工
場
見
学
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

総
勢
19
社
22
名
が
参
加
し
、
広
島
空
港
よ
り
バ

ス
で
工
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

海
に
面
し
た
53
万
㎡
と
い
う
広
大
な
土
地
の
一

角
に
あ
る
事
務
所
会
議
室
に
て
、
ご
挨
拶
、
東
洋

鋼
鈑
㈱
様
の
ビ
デ
オ
説
明
、
下
松
事
業
所
の
概
要

説
明
が
あ
っ
た
後
、
工
場
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

　

工
場
で
は
、
冷
間
圧
延
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ・焼
鈍
、

調
質
圧
延
・
極
薄
圧
延
、
表
面
処
理
加
工
の
工
程

を
見
学
し
ま
し
た
。
各
工
程
に
て
、
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
方
が
詳
し
く
説
明
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
イ
メ
ー
ジ
に
具
体
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

特
に
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
見
学
す
る
の
が

初
め
て
で
あ
っ
た
た
め
、
鋼
板
に
樹
脂
ラ
ミ
ネ
ー

ト
が
一
瞬
に
そ
し
て
連
続
的
に
付
着
す
る
様
子
は

驚
愕
と
衝
撃
で
し
た
。
普
段
、
金
属
印
刷
に
慣
れ

て
い
る
自
分
に
と
っ
て
危
機
感
さ
え
感
じ
る
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
鋼
板
を
生
産
す
る

上
で
表
面
に
欠
陥
が
生
じ
た
場
合
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
制
御
に
よ
り
欠
陥
部
分
に
マ
ー
キ
ン
グ
が
な
さ

れ
、
製
缶
工
程
に
て
リ
ジ
ェ
ク
ト
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
た
め
、
常
に
連
続
的
に
処
理
加
工
が
で

き
る
と
の
こ
と
で
東
洋
鋼
鈑
㈱
様
の
高
い
技
術
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

エ
イ
コ
ー
㈱　

大
野
宏
晃

　

そ
し
て
、
工
場
内
を
移
動
す
る
最
中
に
も
、
東

洋
鋼
鈑
㈱
様
独
自
の
技
術
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
銀
鏡
メ
ッ
キ
金
属
板
（
ミ
ラ
ー
コ
ー

ト
K
）
と
い
う
も
の
で
、
自
社
技
術
を
用
い
て
金

属
板
に
銀
メ
ッ
キ
処
理
す
る
こ
と
で
高
い
反
射
率

（
反
射
率
95
％
）
を
持
つ
製
品
を
作
り
出
し
、
自

然
光
（
太
陽
光
）
で
人
工

照
明
に
負
け
な
い
程
の
明

る
さ
を
生
み
出
し
て
い
ま

し
た
。
環
境
に
配
慮
し
た

エ
コ
な
照
明
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
人
工
照
明
に
は

な
い
柔
ら
か
い
光
に
感
じ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
事
務
所
会
議

室
に
て
質
疑
応
答
を
行
い
、

工
場
見
学
を
終
了
致
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
工
場
見
学
を
通

じ
て
1
9
3
4
年
創
業
以

来
ブ
リ
キ
メ
ー
カ
ー
と
し

て
先
頭
を
走
り
続
け
て
い

る
東
洋
鋼
鈑
㈱
を
訪
問
し
、

工
場
見
学
で
き
た
こ
と
で

「
鉄
」
が
持
つ
無
限
の
可

能
性“

Beyond Steel”

B
eyond Steel

の
可
能
性
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一般缶缶友会
工場見学
レポート

「
東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社
下
松
事
業
所　

工
場
見
学
を
終
え
て
」

工場見学に参加された皆さん

受賞者の皆さん

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

鉄
鋼
業
界
に
携
わ
る
人
間
と
し
て
、

新
た
な
考
え
や
思
い
を
喚
起
す
る
機

会
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
場
所
で
し

た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機

会
を
設
け
て
頂
い
た
東
洋
鋼
鈑
㈱
様

の
方
々
、
並
び
に
企
画
し
て
頂
い
た

幹
事
・
ご
手
配
し
て
下
さ
っ
た
方
々

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
最
上
裕
光
運
営
委
員
長

の
司
会
で
進
行
。
志
賀
正
人
副
理
事

長
の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
挨
拶
に

立
っ
た
定
村
光
理
事
長
は
、「
１
９

６
４
年
に
誕
生
し
た
東
海
道
新
幹
線

の
開
業
に
至
る
ま
で
に
は
大
反
対
論

が
渦
巻
い
て
い
た
と
い
う
。
当
時
鉄

道
が
斜
陽
産
業
に
入
っ
て
い
た
中
で
、

先
人
達
は
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え

画
期
的
な
技
術
を
導
入
し
、
世
界
に

通
用
す
る
「
シ
ス
テ
ム
の
鉄
道
」
を

作
り
上
げ
た
。
こ
の
よ
う
に
新
技
術

や
革
新
は
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
育

つ
も
の
で
は
な
い
。
一
般
缶
業
界
は

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
面
で
は
ハ
ン

デ
を
持
つ
中
小
企
業
の
集
ま
り
で
あ

り
、
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る

が
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
製

缶
に
対
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ

ず
に
立
ち
向
か
っ
て
欲
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　

受
賞
者
代
表
と
し
て
金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会

社
の　

桂
景
製
造
部
主
任
が
同
理
事
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
の
授
与
を
受
け
、
株
式
会
社
川
口
製

缶
の
岩
崎
正
製
造
部
長
が
「
本
日
の
受
賞
を
機
に

こ
の
表
彰
を
誇
り
と
し
、
ま
た
励
み
と
し
て
更
な

る
精
進
を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
関
東
経
済
産
業
局
の
窪
木
課
長
補
佐
、

東
京
中
央
会
の
橋
北
主
幹
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

司
会
者
よ
り
祝
電
が
披
露
さ
れ
、
広
浜
泰
久
副

理
事
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
記
念
撮
影
の
の
ち

表
彰
式
は
終
了
し
た
。そ
の
後
は
明
治
座
公
演「
か

た
き
同
志
」
を
楽
し
ん
だ
。

　

今
回
、
受
賞
の
方
々
に
感
想
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

数
々
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

▼
感
激
の
極
み
で
、
会
社
に
長
く
お
世
話
に
な
る

　

喜
び
と
感
謝
を
改
め
て
実
感
し
た
。

▼
会
社
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

　

た
い
。

▼
自
己
努
力
が
報
わ
れ
感
慨
深
い
。
今
回
の
受
賞

　

を
自
信
に
つ
な
げ
、
ま
た
他
の
模
範
と
な
る
勤

　

務
姿
勢
を
貫
き
た
い
。

▼
他
社
の
方
々
と
も
交
流
が
で
き
て
有
意
義
だ
っ

　

た
。
業
界
と
会
社
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
き

　

た
い
。

▼
大
変
名
誉
な
受
賞
で
一
生
の
記
念
に
な
っ
た
。

▼
家
族
共
々
、
非
常
に
喜
ん
で
お
り
、
今
後
の
業 一般缶商品購入キャンペーン実施中

全日本一般缶工業団体連合会全日本一般缶工業団体連合会

「
名
誉
な
受
賞
で
感
謝
の
極
み
」「
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
精
進
し
た
い
」

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
25
年
２
月
22
日
、
東
京
・
中
央
区
の
明
治
座
菊

の
間
で
第
33
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

来
賓
と
し
て
関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
製
造
産
業
課
の
窪
木
健
二
課
長
補
佐
と
東
京

都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
橋
北
隆
主
幹
が
出
席
し
、
組
合
員
各
社
か
ら
推
薦
さ
れ

た
優
良
従
業
員
15
名
を
表
彰
し
た
。

第 

33 
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表 
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東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

受
賞
者
の
声

　

こ
の
た
び
当
連
合
会
で
は
、Ｐ
Ｒ
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
良
い
製
品
、
造
る
喜
び
、
届
け
る
誇
り
」
を
業
界
内

外
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
業
界
初
と
な
る
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
ポ

ス
タ
ー
を
製
作
し
ま
し
た
。

　全日本一般缶工業
団体連合会は平成
24年12月から「もっと
使おう、贈り物もイッパ
ンカン」を合い言葉に
一般缶商品購入キャ
ンペーンを実施中です。
春夏秋冬、色々なシー
ンで贈り物を選ぶ機会
はたくさんあります。そ
の際にはぜひ缶入り
商品をお選びください。

業
界
初
、Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
製
作
！

表彰状を受け取る受賞者の方々

　

務
の
励
み
に
し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
。

▼
思
い
が
け
な
い
受
賞
に
驚
い
て
い
る
。
自
分
に

　

と
り
貴
重
な
経
験
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
。

▼
初
め
て
の
経
験
で
緊
張
し
た
が
、
楽
し
い
時
間

　

が
過
ご
せ
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
働
い
て
い

　

き
た
い
。
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暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

暑
中
お
見
舞

　 

申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
道
修
町
一
│
五
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
二
三
三
）二
二
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
二
三
三
）二
二
八
九

e-m
ail info@

heiw
a-seikan.co.jp

代
表
取
締
役  

中 

田 

成 

一

平
和
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
│
五
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

e-m
ail shibux@

m
eiw
a-can.jp

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

明 

彦

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
│
二
│
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話
〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

e-m
ail info634@

tokyo-m
etallicprint.org

会
　
長  

中 

田 

正 

和

全
日
本
金
属
印
刷
工
業

 　
　
　

 

協
同
組
合
連
合
会

東
京
都
葛
飾
区
立
石
二
│
二
五
│
一

電　

話
〇
三（
三
六
九
三
）〇
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
四
）七
七
五
九

代
表
取
締
役  

定 

村
　
光

寺
島
製
缶
工
業
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
│
七

電　

話
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
八

代
表
理
事  

國 

分
　
滋

東
京
都
錻
力
地
金
商
業
協
同
組
合

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
│
六

電　

話
〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
│
四
六
│
九

電　

話
〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

代
表
取
締
役  

加 

島
　
裕

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
│
二
八
│
一
一

電　

話
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

e-m
ail y-hiroham

a@
cap-hiroham

a.com

代
表
取
締
役
社
長  

本 

多 
三 
郎

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
│
二
八
│
一
二

電　

話
〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
四

e-m
ail tokyo-eigyou@

kinpodo.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

竹 

内 

雅 

夫

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
│
四
│
五

      　
　
　
　
　

  

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
８
Ｆ

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）七
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
五
）九
三
五
〇

会
　
長  

渋 
谷 
明 
彦

副
会
長  

定 

村  
　
光

副
会
長  

池 

田 

祥 
三

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
│
四
│
五

      　
　
　
　
　

  

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
８
Ｆ

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）七
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
五
）九
三
五
〇

理
事
長  

定 

村
　
光

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
│
四
│
一
七

       　
　
　
　

 

千
代
田
第
一
ビ
ル
10
Ｆ

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
六
七

理
事
長  

渋 

谷 

明 

彦

愛
知
県
瀬
戸
市
安
戸
町
一
三
│
八

電　

話
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

理
事
長  

池 

田 

祥 

三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
│
一
六
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
三

e-m
ail info@

nakagaw
a-can.co.jp

代
表
取
締
役  

中 

川 

太 

郎

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
一
三
│
一

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

e-m
ail sales@

m
itobe.co.jp

代
表
取
締
役  

水
戸
部 

武 

寿

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

埼
玉
県
八
潮
市
南
後
谷
五
〇
八

電　

話
〇
四
八（
九
三
五
）三
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
三
一
）一
八
四
九

e-m
ail nixtusin@

m
aple.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

小 

黒 

保 

満

日
進
製
缶
株
式
会
社

中
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
二
│
一
六
│
二

電　

話
〇
三（
三
二
五
五
）三
二
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
二
五
一
）三
二
六
六

代
表
取
締
役
社
長  

東 

郷 

洋 

次

大
日
製
罐
株
式
会
社

神
奈
川
県
横
浜
市
瀬
谷
区
本
郷
一
│
四
六
│
八

電　

話
〇
四
五（
三
〇
一
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
五（
三
〇
一
）五
九
三
五

e-m
ail info@

saitoseikan.co.jp

代
表
取
締
役  

齋 

藤 

光 

由

齋
藤
製
罐
株
式
会
社

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話
〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

e-m
ail jingu@

rondo.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

神 

宮 

善
太
郎

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘
二
│
四
八
〇
七

電　

話
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

e-m
ail sugiura-info@

sugiura-seikan.com
代
表
取
締
役  

杉 

浦 

由
記
夫

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
│
三
七
│
六

電　

話
〇
三（
三
六
五
四
）八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
五
五
）七
三
四
八

e-m
ail info@

tohom
etal.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

澤 

田 

武 

史

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
│
四
│
三
四

電　

話
〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
八
）二
二
九
八

代
表
取
締
役  

岩 

橋 

久 

直

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
│
一
四
五

電　

話
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

代
表
取
締
役
社
長  

田 

中
　
康

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
│
三

電　

話
〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

e-m
ail totom

etal@
nyc.odn.ne.jp

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
│
一
一
│
二
四

電　

話
〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

e-m
ail sales@

npw
-jp.com

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

健 

士

ネ
　
ピ
　
ユ
　
ー

株
式
会
社
Ｎ
・
Ｐ
・
Ｗ
技
研

大
阪
府
松
原
市
三
宅
西
四
│
五
四
三
│
一

電　

話
〇
七
二（
三
三
二
）二
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
三
三
三
）〇
二
五
二

e-m
ail info@

kiyoicorp.com

代
表
取
締
役  

渡 

邉 

治 

樹

新
キ
ヨ
イ
鋼
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東
一
│
一
│
四
〇

電　

話
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

e-m
ail honsha@

inouehiroshi.com

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

紀 

人

株
式
会
社
井
上
博
商
店

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
│
一
二
│
八

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）九
四
四
九

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
七
一

電　

話
〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

代
表
取
締
役  

中 

村
　
定

中
村
商
事
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

　
　
　
　
　
　
　

  

ト
ミ
キ
ン
ビ
ル
１
階

電　

話
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井
　
治

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話
〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

代
表
取
締
役  

江 

連
　
一

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
│
一
四

電　

話
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
二
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
四
九

代
表
取
締
役
社
長  

清 

野 

泰 

樹

株
式
会
社
M
O
B
Y

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
│
五
│
一
五

電　

話
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
五
〇

e-m
ail shigeru.kokubu@

tom
iyasu.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

伊 

藤 

潤 

一

富

安

株

式

会

社

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
金
属
工
場

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
│
一

電　

話
〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

代
表
取
締
役  

竹 

腰 

忠 

臣

株
式
会
社
城
北
錻
力

　
　
　
　
　
　
印
刷
工
業
所

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
│
三
八
│
六

電　

話
〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

e-m
ail info@

futahashi-print.co.jp

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿
冨
田
四
四
六
二

電　

話
〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

e-m
ail taisei-honsya@

alto.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

中 

田 

正 

和

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
荒
川
区
東
尾
久
一
│
一
九
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
八
五
三
）七
一
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
五
三
）七
一
五
五

e-m
ail niisato2@

niisato.co.jp

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

新
里
機
工
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
│
四
八
│
一
五

電　

話
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

e-m
ail m

ogi@
steel-leaf.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
│
二
│
三

電　

話
〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

e-m
ail takano@

dance.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

高
野
興
業
株
式
会
社

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

e-m
ail eigyo@

nittocan.com

代
表
取
締
役
社
長  

安 

藤 

宏 

行

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠
一
一
六
五
│
二

電　

話
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
五
三

e-m
ail yfhikari@

enjoy.ne.jp

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

田 

冨
美
男

光
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島
四
│
一
〇
│
四
四

電　

話
〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

e-m
ail contact@

zenyu-kinzoku.co.jp

代
表
取
締
役  

馬 

場 

康 

之

善
友
金
属
株
式
会
社

奈
良
県
天
理
市
永
原
町
五
五

電　

話
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
四
一

e-m
ail takagaki@

shintakagaki-can.co.jp

代
表
取
締
役  

髙 

垣 

悦 

夫

新
高
垣
製
缶
株
式
会
社

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
字
西
松
ヶ
花
一

電　

話
〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

代
表
取
締
役  

奥 

村 

康 

彦

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
丁
一
三
一

電　

話
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

e-m
ail info@

shim
om
iya.co.jp

代
表
取
締
役  

下 

宮 

義 

弘

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
│
三
│
二
八

電　

話
〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

e-m
ail os-c@

osaka-seikan.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

浩 

一

大
阪
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
│
二
四

電　

話
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

e-m
ail info@

ikuno.co.jp
代
表
取
締
役  

小 

西 

克 

彦

生
野
金
属
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

 　
　
　
　
　
　
　
　

 　

一
│
七
│
三
八

電　

話
〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

靜 

雄

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
│
三
一
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

e-m
ail info@

seibuyouki.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

川 

島
　
湊

西
部
容
器
株
式
会
社

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
五
九

代
表
取
締
役  

大
久
保 

八 

城

日
東
金
属
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
東
海
市
南
柴
田
町
ハ
の
割
一三
八
│
一三

電　

話
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
五

代
表
取
締
役  

大 
岩 
憲 

正

株
式
会
社
伊
賀
井
商
店

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江
一
│
二
二
│
一
四

電　

話
〇
六（
六
五
四
一
）九
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
八

e-m
ail eigyo@

steelsanco.co.jp

代
表
取
締
役  

武 

田 

有 

広

三
幸
商
事
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
│
六
│
三

電　

話
〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

e-m
ail info_kosyo@

korem
atsu.co.jp

代
表
取
締
役  

是 

松 

重 

敏

是
松
鋼
商
株
式
会
社
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暑
中
お
見
舞

　 

申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
道
修
町
一
│
五
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
二
三
三
）二
二
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
二
三
三
）二
二
八
九

e-m
ail info@

heiw
a-seikan.co.jp

代
表
取
締
役  

中 

田 

成 

一

平
和
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
│
五
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

e-m
ail shibux@

m
eiw
a-can.jp

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

明 

彦

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
│
二
│
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話
〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

e-m
ail info634@

tokyo-m
etallicprint.org

会
　
長  

中 

田 

正 

和

全
日
本
金
属
印
刷
工
業

 　
　
　

 

協
同
組
合
連
合
会

東
京
都
葛
飾
区
立
石
二
│
二
五
│
一

電　

話
〇
三（
三
六
九
三
）〇
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
四
）七
七
五
九

代
表
取
締
役  

定 

村
　
光

寺
島
製
缶
工
業
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
│
七

電　

話
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
八

代
表
理
事  

國 

分
　
滋

東
京
都
錻
力
地
金
商
業
協
同
組
合

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
│
六

電　

話
〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
│
四
六
│
九

電　

話
〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

代
表
取
締
役  

加 

島
　
裕

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
│
二
八
│
一
一

電　

話
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

e-m
ail y-hiroham

a@
cap-hiroham

a.com

代
表
取
締
役
社
長  

本 

多 

三 

郎

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
│
二
八
│
一
二

電　

話
〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
四

e-m
ail tokyo-eigyou@

kinpodo.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

竹 

内 

雅 

夫

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
│
四
│
五

      　
　
　
　
　

  

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
８
Ｆ

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）七
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
五
）九
三
五
〇

会
　
長  

渋 

谷 

明 

彦

副
会
長  

定 

村  

　
光

副
会
長  

池 

田 

祥 

三

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
│
四
│
五

      　
　
　
　
　

  

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
８
Ｆ

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）七
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
五
）九
三
五
〇

理
事
長  

定 

村
　
光

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
│
四
│
一
七

       　
　
　
　

 

千
代
田
第
一
ビ
ル
10
Ｆ

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
六
七

理
事
長  

渋 

谷 

明 

彦

愛
知
県
瀬
戸
市
安
戸
町
一
三
│
八

電　

話
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

理
事
長  

池 

田 

祥 

三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
│
一
六
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
三

e-m
ail info@

nakagaw
a-can.co.jp

代
表
取
締
役  

中 

川 

太 

郎

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
一
三
│
一

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

e-m
ail sales@

m
itobe.co.jp

代
表
取
締
役  

水
戸
部 

武 

寿

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

埼
玉
県
八
潮
市
南
後
谷
五
〇
八

電　

話
〇
四
八（
九
三
五
）三
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
三
一
）一
八
四
九

e-m
ail nixtusin@

m
aple.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

小 

黒 

保 

満

日
進
製
缶
株
式
会
社

中
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
二
│
一
六
│
二

電　

話
〇
三（
三
二
五
五
）三
二
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
二
五
一
）三
二
六
六

代
表
取
締
役
社
長  

東 

郷 

洋 

次

大
日
製
罐
株
式
会
社

神
奈
川
県
横
浜
市
瀬
谷
区
本
郷
一
│
四
六
│
八

電　

話
〇
四
五（
三
〇
一
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
五（
三
〇
一
）五
九
三
五

e-m
ail info@

saitoseikan.co.jp

代
表
取
締
役  

齋 

藤 

光 

由

齋
藤
製
罐
株
式
会
社

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話
〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

e-m
ail jingu@

rondo.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

神 

宮 

善
太
郎

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘
二
│
四
八
〇
七

電　

話
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

e-m
ail sugiura-info@

sugiura-seikan.com

代
表
取
締
役  

杉 

浦 

由
記
夫

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
│
三
七
│
六

電　

話
〇
三（
三
六
五
四
）八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
五
五
）七
三
四
八

e-m
ail info@

tohom
etal.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

澤 

田 

武 

史

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
│
四
│
三
四

電　

話
〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
八
）二
二
九
八

代
表
取
締
役  

岩 

橋 

久 

直

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
│
一
四
五

電　

話
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

代
表
取
締
役
社
長  

田 

中
　
康

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
│
三

電　

話
〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

e-m
ail totom

etal@
nyc.odn.ne.jp

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
│
一
一
│
二
四

電　

話
〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

e-m
ail sales@

npw
-jp.com

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

健 

士

ネ
　
ピ
　
ユ
　
ー

株
式
会
社
Ｎ
・
Ｐ
・
Ｗ
技
研

大
阪
府
松
原
市
三
宅
西
四
│
五
四
三
│
一

電　

話
〇
七
二（
三
三
二
）二
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
三
三
三
）〇
二
五
二

e-m
ail info@

kiyoicorp.com

代
表
取
締
役  

渡 

邉 

治 

樹

新
キ
ヨ
イ
鋼
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東
一
│
一
│
四
〇

電　

話
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

e-m
ail honsha@

inouehiroshi.com

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

紀 

人

株
式
会
社
井
上
博
商
店

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
│
一
二
│
八

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）九
四
四
九

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
七
一

電　

話
〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

代
表
取
締
役  

中 

村
　
定

中
村
商
事
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

　
　
　
　
　
　
　

  

ト
ミ
キ
ン
ビ
ル
１
階

電　

話
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井
　
治

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話
〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

代
表
取
締
役  

江 

連
　
一

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
│
一
四

電　

話
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
二
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
四
九

代
表
取
締
役
社
長  

清 

野 

泰 

樹

株
式
会
社
M
O
B
Y

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
│
五
│
一
五

電　

話
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
五
〇

e-m
ail shigeru.kokubu@

tom
iyasu.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

伊 

藤 

潤 

一

富

安

株

式

会

社

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
金
属
工
場

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
│
一

電　

話
〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

代
表
取
締
役  
竹 

腰 

忠 

臣

株
式
会
社
城
北
錻
力

　
　
　
　
　
　
印
刷
工
業
所

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
│
三
八
│
六

電　

話
〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

e-m
ail info@

futahashi-print.co.jp

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿
冨
田
四
四
六
二

電　

話
〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

e-m
ail taisei-honsya@

alto.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

中 

田 

正 

和

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
荒
川
区
東
尾
久
一
│
一
九
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
八
五
三
）七
一
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
五
三
）七
一
五
五

e-m
ail niisato2@

niisato.co.jp

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

新
里
機
工
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
│
四
八
│
一
五

電　

話
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

e-m
ail m

ogi@
steel-leaf.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 
孝 
之

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
│
二
│
三

電　

話
〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

e-m
ail takano@

dance.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

高
野
興
業
株
式
会
社

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

e-m
ail eigyo@

nittocan.com

代
表
取
締
役
社
長  

安 

藤 

宏 

行

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠
一
一
六
五
│
二

電　

話
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
五
三

e-m
ail yfhikari@

enjoy.ne.jp

代
表
取
締
役
社
長  

吉 
田 
冨
美
男

光
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島
四
│
一
〇
│
四
四

電　

話
〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

e-m
ail contact@

zenyu-kinzoku.co.jp

代
表
取
締
役  

馬 

場 

康 

之

善
友
金
属
株
式
会
社

奈
良
県
天
理
市
永
原
町
五
五

電　

話
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
四
一

e-m
ail takagaki@

shintakagaki-can.co.jp

代
表
取
締
役  

髙 

垣 

悦 

夫

新
高
垣
製
缶
株
式
会
社

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
字
西
松
ヶ
花
一

電　

話
〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

代
表
取
締
役  

奥 

村 

康 

彦

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
丁
一
三
一

電　

話
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

e-m
ail info@

shim
om
iya.co.jp

代
表
取
締
役  

下 

宮 

義 

弘

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
│
三
│
二
八

電　

話
〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

e-m
ail os-c@

osaka-seikan.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

浩 

一

大
阪
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
│
二
四

電　

話
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

e-m
ail info@

ikuno.co.jp

代
表
取
締
役  

小 

西 

克 

彦

生
野
金
属
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

 　
　
　
　
　
　
　
　

 　

一
│
七
│
三
八

電　

話
〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

靜 

雄

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
│
三
一
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

e-m
ail info@

seibuyouki.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

川 

島
　
湊

西
部
容
器
株
式
会
社

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
五
九

代
表
取
締
役  

大
久
保 

八 

城

日
東
金
属
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
東
海
市
南
柴
田
町
ハ
の
割
一三
八
│
一三

電　

話
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
五

代
表
取
締
役  

大 

岩 

憲 

正

株
式
会
社
伊
賀
井
商
店

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江
一
│
二
二
│
一
四

電　

話
〇
六（
六
五
四
一
）九
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
八

e-m
ail eigyo@

steelsanco.co.jp

代
表
取
締
役  

武 

田 

有 

広

三
幸
商
事
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
│
六
│
三

電　

話
〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

e-m
ail info_kosyo@

korem
atsu.co.jp

代
表
取
締
役  

是 

松 

重 

敏

是
松
鋼
商
株
式
会
社
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全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
６
月
14
日
、

京
都
「
菊
水
」
で
第
35
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
10
名
。
山
田
秀
雄
西
日
本
一
般
缶
工
業

協
同
組
合
事
務
局
長
の
司
会
で
進
行
し
、
渋
谷
明

彦
副
会
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
定
村
光

会
長
は
「
２
年
前
、
会
長
に
就
任
し
た
と
き
２
つ

の
約
束
を
し
た
。
１
つ
目
は
Ｐ
Ｒ
事
業
の
推
進
。

「
東
京
パ
ッ
ク
」
へ
の
出
展
や
「
一
般
缶
商
品
購

入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
な
ど
Ｐ
Ｒ
事
業
に
傾

注
し
て
き
た
。
２
つ
目
は
連
合
会
の
財
政
再
建
。

平
成
24
年
度
決
算
で
は
期
間
利
益
が
出
る
ま
で
に

な
り
、
今
年
度
に
も
赤
字
が
解
消
さ
れ
る
見
込
み
。

一
応
こ
の
２
つ
の
約
束
は
果
た
せ
た
。
今
後
、
一

般
缶
業
界
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
施
策
が
必

要
に
な
る
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨

拶
。
次
い
で
定
村
会
長
が
議
長
と
な
り
①
平
成
24

年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件

②
平
成
25
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
決
定
の

件
③
会
則
全
文
変
更
の
件
④
賛
助
会
員
規
約
制
定

の
件
⑤
役
員
改
選
の
件
⑥
担
当
委
員
選
任
の
件
⑦

相
談
役
委
嘱
の
件
⑧
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動
推

進
協
議
会
の
件
⑨
各
組
合
報
告
事
項
の
件
が
上
程

さ
れ
、
提
出
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
後
に
行
わ
れ
た
新
理
事
に
よ
る
理
事

会
で
会
長
、
副
会
長
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
久

　
　

創
立
35
年
の
節
目

　
　
　
一般
缶
の
需
要
喚
起
柱
に

　
　
　
　

新
た
な
活
動
展
開
目
指
す

　
　

創
立
35
年
の
節
目

　
　
　
一般
缶
の
需
要
喚
起
柱
に

　
　
　
　

新
た
な
活
動
展
開
目
指
す

新会長に渋谷明彦氏を選任
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◆平成25年度事業方針◆

総会風景

　今年は本連合会が昭和53年６月２日に創立して以来、満35周
年の節目。会則を全面的に見直し、賛助会員規約を制定し、組織
基盤の強化を図り、一般缶の需要喚起活動を最重点に諸事業を
展開します。
　第１に、需要縮小に歯止めをかけるため、まずは業界の内部から
需要を喚起しようと昨年末から始めた「一般缶商品購入キャンペ
ーン」を継続実施します。その更なる推進策として、「オリジナル缶
商品」を企画製作し、業界関係者にその積極的な活用を促します。
これにより需要縮小著しい食品向けを中心とする一般缶の需要
喚起の大波をつくり、業界活性化を図っていきます。
　第２に、業界初の一般缶ポスターを製作し、「良い製品、造る喜
び、届ける誇り」を業界内外に伝え、一般缶ＰＲ事業を側面から支
えます。
　第３に、ホームページ上のニュースページを自動更新システムに
改訂します。これにより、閲覧者がニュース内容を一目で把握でき
るようになり、利便性が向上します。
　このほか「優ＣＡＮレポート」の発行や「エコプロダクツ２０１３」へ
の出展を始め、調査研究、教育情報、福利厚生の各事業を着実
に実施していきます。

第
35
回
定
時
総
会
を
開
催保

田
榮
一
、
中
川
賢
一
両
元
会
長
を
相
談
役
に
委

嘱
し
た
。
最
後
に
西
日
本
、
東
日
本
の
各
理
事
長

か
ら
近
況
報
告
を
受
け
た
の
ち
、
広
浜
泰
久
理
事

の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。

会
　
長

　

渋
谷
明
彦
（
西
日
本
組
合
理
事
長
）

副
会
長

　

定
村　

光
（
東
日
本
組
合
理
事
長
）

　

池
田
祥
三
（
中
部
組
合
理
事
長
）

理
　
事

　

広
浜
泰
久
（
東
日
本
組
合
副
理
事
長
）

　

志
賀
正
人
（
東
日
本
組
合
副
理
事
長
）

　

水
戸
部
武
寿
（
東
日
本
組
合
理
事
）

　

杉
浦
由
記
夫
（
東
日
本
組
合
理
事
）

　

鳥
居　

廣
（
東
日
本
組
合
常
任
理
事
）

　

加
島　

裕
（
東
日
本
組
合
理
事
）

　

竹
内
雅
夫
（
東
日
本
組
合
理
事
）

　

辻　

亘
彦
（
西
日
本
組
合
副
理
事
長
）

　

中
田
成
一
（
西
日
本
組
合
副
理
事
長
）

　

清
水
浩
一
（
西
日
本
組
合
理
事
）

　

石
川
博
章
（
中
部
組
合 

副
理
事
長
）

監
　
事

　

最
上
裕
光
（
東
日
本
組
合
常
任
理
事
）

　

小
西
克
彦
（
西
日
本
組
合
理
事
）

　

田
中
耕
太
郎
（
中
部
組
合
監
事
）

R

一般缶材質表示マーク

平
成
25
年
8
月
か
ら

平
成
26
年
1
月
ま
で
の
行
事
予
定

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

2
／
4　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
中
小
企
業

　
　
　
　

支
援
・
施
策
説
明
会
」

2
／
6　

全
国
中
央
会
「
活
路
開
拓
補
助
金

　
　
　
　

説
明
会
」

2
／
13　

東
部
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

　
　
　
　

三
役
と
の
懇
談
会

2
／
14　

中
小
企
業
団
体
事
務
局
長
協
会　

　
　
　
　
「
新
年
会
」

2
／
22　

第
33
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

3
／
8　

第
７
回
理
事
会
（
役
員
会
）　

3
／
14　

東
京
中
央
会
「
平
成
24
年
度
下
期

　
　
　
　

情
報
連
絡
員
報
告
会
」

3
／
19　
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
打
合
せ

3
／
22　

中
小
企
業
団
体
事
務
局
長
協
会　

　
　
　
　
「
第
57
回
定
期
総
会
」

3
／
25　

正
副
理
事
長
会

3
／
25　

三
役
・
多
田
特
別
顧
問
と
の
打
合

　
　
　
　

せ
会

4
／
15　

東
京
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合
三

　
　
　
　

役
と
の
懇
談
会

4
／
17　

第
54
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

4
／
19　

監
事
会

4
／
24　

第
１
回
理
事
会
（
役
員
会
）

4
／
25　

都
内
中
小
企
業
関
係
６
団
体
「
取

　
　
　
　

り
戻
せ
日
本
の
活
力
！
中
小
企
業

　
　
　
　

決
起
大
会
」

4
／
26　

東
京
中
央
会
「
技
術
・
技
能
継
承

　
　
　
　

事
業
」
説
明
会

5
／
16　

東
京
中
央
会「
第
61
回
通
常
総
会
」

5
／
17　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

5
／
17　

第
35
回
通
常
総
会

6
／
10　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
平
成
25
年

　
　
　
　

度
業
種
別
団
体
情
報
連
絡
会
」

6
／
11　

第
１
回
教
育
技
術
委
員
会

6
／
12　

中
川
賢
一
前
理
事
慰
労
会

6
／
13　
鉄
二
健
保
組
合「
算
定
基
礎
説
明
会
」

7
／
5　

第
３
回
理
事
会
（
役
員
会
）

7
／
5　

第
１
回
Ｐ
Ｒ
委
員
会

7
／
5　

第
１
回
流
通
委
員
会

7
／
5　
「
一
般
缶
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3
」

7
／
12　

中
小
企
業
組
合
士
協
議
会
「
全
体

　
　
　
　

研
修
会
」

7
／
18　

第
１
回
活
路
開
拓
委
員
会

7
／
23　

第
２
回
教
育
技
術
委
員
会

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

3
／
26　

役
員
会

5
／
16　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会　
　

5
／
27　

第
4
5
期
通
常
総
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

2
／
1　

 

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
研
修
会
・

　
　
　
　

新
年
会
」

2
／
22　

第
５
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

3
／
8　

第
３
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

3
／
8　

役
員
会

3
／
26　

第
６
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

平
成
25
年
2
月
か
ら

　　
　
　
　
7
月
ま
で
の
行
事

　
　
　
　

推
進
協
議
会

3
／
26　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

4
／
15　

第
１
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

4
／
25　

ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会　

　
　
　
　
「
多
様
な
回
収
シ
ス
テ
ム
検
討
セ
ミ
ナ
ー
」

5
／
17　

会
計
監
査

5
／
17　

第
２
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

6
／
14　

第
3
5
回
定
時
総
会

6
／
18　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
第
51
期
通

　
　
　
　

常
総
会
」

6
／
20　

経
済
産
業
省
製
造
産
業
局「
叙
位
・

　
　
　
　

死
亡
叙
勲
説
明
会
」

6
／
28　

経
済
産
業
省
鉄
鋼
課
「
職
員
異
動

　
　
　
　

歓
送
迎
会
」

7
／
5　

新
会
長
就
任
挨
拶
回
り

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

5
／
24
〜
25　

研
修
旅
行
「
東
洋
鋼
鈑
㈱
下

　
　
　
　

松
工
場
」

6
／
5　

東
京
都
中
小
企
業
団
体
青
年
部
協

　
　
　
　

議
会
「
第
38
回
通
常
総
会
」

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

8
／
5　

第
２
回
Ｐ
Ｒ
委
員
会

8
／
8　

第
２
回
流
通
委
員
会

9
／
18　

第
４
回
理
事
会
（
役
員
会
）

11
／
6　

第
5
5
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

11
／
28　

第
５
回
理
事
会
（
役
員
会
）

11
／
28　

忘
年
会

平
成
26
年

1
／
17　

第
６
回
理
事
会
（
役
員
会
）

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

8
／
2　

役
員
会　

10
月
上
旬　
４
Ｓ
会

10
／
24　

缶
友
会
ゴ
ル
フ

12
／
6　

役
員
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

9
／
13　
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1
3
」　

　
　
　
　

出
展
者
説
明
会

10
／
4　

第
２
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

10
／
4　

第
38
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会

　
　
　
　

協
議
会

《
協
力
会
員
加
入
》

（
東
日
本
協
力
会
員
）

㈱
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｙ　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

平
成
25
年
４
月

《
組
合
員
脱
退
》

（
東
日
本
組
合
員
）

東
花
堂
製
缶
㈱　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

 　
　

 

平
成
25
年
３
月
31
日
付

《
代
表
者
交
代
》

（
東
日
本
組
合
）

㈲
須
貝
金
属
工
業
所

　

代
表
取
締
役
社
長　

関
根
浩
二　

 　
　

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

平
成
25
年
５
月

組
合
伝
言
板

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

　

平
成
25
年
5
月
16
日
、
大
阪
府
の
伏
尾
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
で
、
晴
天
の
下
、
第
1
4
1
回

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し
た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝　

馬
場
康
之
氏
（
善
友
金
属
）

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

45
・
41
・
86

二
位　

武
田
和
久
氏
（
三
幸
商
事
）

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

39
・
48
・
87

三
位　

森
本
雪
則
氏
（
新
キ
ヨ
イ
鋼
業
）

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

48
・
50
・
98

＊
次
回
は
平
成
25
年
10
月
に
行
う
予
定
。

◆
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

平
成
25
年
４
月
17
日
、
鷹
之
台
カ
ン
ツ
リ

ー
倶
楽
部
で
第
54
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
を
開
催
し

た
。
今
回
の
参
加
者
は
19
名
。

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝  

菊
井　

治
氏
（
富
安
金
属
印
刷
）

　
　
　
　
　
　
　
　

46
・
40
・
86
・
１
・
85

二
位　

関
根
浩
二
氏
（
須
貝
金
属
工
業
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

49
・
49
・
98
・
12
・
86

三
位　

小
黒
保
満
氏
（
日
進
製
缶
）

　
　
　
　
　
　
　
　

45
・
45
・
90
・
４
・
86

　

次
回
は
平
成
25
年
11
月
6
日
、
筑
波
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
う
予
定
。

◆
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

平成２４年１２月～平成２５年４月迄の
一般缶生産出荷実績

    24. 12

  25. 1

         2

3

4

24. 12

  25.  1

         2

3

4

年　月

経
済
産
業
省
デ
ー
タ

連
合
会
デ
ー
タ

生　産 出　　荷
販　売 その他 在　庫

（単位：ｔ）

６，５６０ 
（７，００７）
５，８９５ 
（６，６２２）
　５，６１４ 
（７，４３９）
　６，０９２ 
（６，３０３）
６，０９０ 
（６，９８２）
４，１６９ 
（４，３５７）
３，４６８ 
（３，５２６）
３，４６２ 
（３，８７５）
　３，６１４ 
（４，０２５）
３，７３７ 
（３，８７９）

６，５６１ 
（７，０９６）
５，４３８ 
（５，９５０）
５，５８３ 
（６，００２）
６，０９２ 
（６，５２３）
５，８２０ 
（６，８５１）
４，２８７ 
（４，５０９）
３，３５６ 
（３，４３７）
３，３９７ 
（３，７３２）
３，５５９ 
（３，９９０）
３，５８１ 
（３，８６７）

１０９ 
（１０３）
１１０ 
（１０２）
９４ 
（８２）
１１５ 
（１０４）
１０７ 
（１０２）

７，８１４ 
（７，０１０）
８，１８８ 
（７，３９８）
８，０６９ 
（８，７７５）
７，９７７ 
（８，５６７）
８，１２９ 
（８，７１３）
３，８６１ 
（３，５７６）
３，９７２ 
（３，６３７）
３，９６４ 
（３，７４４）
４，０４１ 
（３，７６０）
４，０７８ 
（３，７５７）

（　）内は前年同月実績
経済産業省データは同省大臣官房調査統計グループ鉱工業動態統計室編鉄鋼統
計月報より転載

12
／
12
〜
14　
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
2
0
1
3
」

平
成
26
年

1
／
17　

第
３
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

1
／
17　

新
年
賀
詞
交
歓
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

8
／
8　

会
計
監
査

8
／
21　

平
成
24
年
度
通
常
総
会

8
／
21　

納
涼
会

（
西
日
本
組
合
）

エ
ー
ス
精
器
㈱

　

代
表
取
締
役　

有
山
信
夫　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

平
成
25
年
２
月

《
住
所
変
更
》

（
東
日
本
特
別
会
員
）

大
和
製
罐
㈱

　

本
社
：
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

　
　
　
　

二―

七―

二　

　
　
　
　
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
９
階

　
　
電　

話 

〇
三
（
六
二
一
二
）
九
七
〇
〇

　
　
F
A
X 

〇
三
（
六
二
一
二
）
九
七
七
〇

（
西
日
本
組
合
員
）

平
和
製
罐
㈱

　

本
社
：
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
道
修
町

　
　
　
　

一―

五―

一
八

　
　
　
　

朝
日
生
命
道
修
町
ビ
ル
７
階

　
　
電　

話 

〇
六
（
六
二
三
三
）
二
二
八
八

　
　
F
A
X 

〇
六
（
六
二
三
三
）
二
二
八
九

《
工
場
竣
工
》

（
西
日
本
組
合
員
）

善
友
金
属
㈱

滋
賀
工
場
：
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
八
田

　
　
　
　
　

八
五
九―

二
六

　
　
電　

話 

〇
七
四
八
（
六
五
）
五
五
五
七

　
　
F
A
X 

〇
七
四
八
（
六
五
）
五
五
五
八

一
般
缶
連
合
会


